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御宿町告示第２８号 

 

 御宿町議会第２回定例会を次のとおり招集する。 

 

平成１６年６月２２日 

 

御宿町長 井 上 七 郎 

 

記 

 

      １．期  日   平成１６年６月２５日 

 

      １．場  所   御宿町役場議場 
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平成１６年第２回御宿町議会定例会 

 

議 事 日 程 （第１号） 

 

平成１６年６月２５日（金曜日）午前１０時開会 

 

日程第 １ 会議録署名人の指名について 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 報告第１号 繰越明許費繰越計算書について 

日程第 ４ 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

            （御宿町税条例の一部を改正する条例の制定について） 

日程第 ５ 議案第２号 夷隅郡合併協議会の設置について 

日程第 ６ 議案第３号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一 

            部を改正する条例の制定について 

日程第 ７ 議案第４号 御宿町母子家庭・父子家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を 

            改正する条例の制定について 

日程第 ８ 議案第５号 御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第６号 平成１６年度御宿町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第７号 平成１６年度御宿町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議案第８号 平成１６年度御宿町一般会計補正予算（第２号） 

日程第１２ 発議第１号 御宿町議会議員式田善隆の辞職勧告決議案について 

            （平成１５年１１月２８日提出 議会運営委員会に付託継続審査） 

日程第１３ 請願第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択を求める請 

            願書 

日程第１４ 一般質問 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 追加日程 発議第１号 義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書について 

 ──────────────────────────────────────────―──────  
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出席議員（１４名） 

     １番  石 井 芳 清 君       ２番  松 﨑 啓 二 君 

     ３番  式 田 善 隆 君       ４番  伊 藤 博 明 君 

     ５番  吉 野 時 二 君       ６番  川 城 達 也 君 

     ７番  式 田 孝 夫 君       ８番  瀧 口 義 雄 君 

     ９番  白 鳥 時 忠 君      １０番  小 川   征 君 

    １１番  中 村 俊六郎 君      １２番  浅 野 玄 航 君 

    １３番  貝 塚 嘉 軼 君      １４番  新 井   明 君 

欠席議員（なし） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 井 上 七 郎 君 助 役 吉 野 和 美 君 

収 入 役 五十嵐 義 昭 君 教 育 長 岩 村   實 君 

総 務 課 長 綱 島   勝 君 教 育 課 長 田 中 とよ子 君 

税 務 課 長 吉 野 健 夫 君 環境整備課長 井 上 秀 樹 君 

農林水産課長 石 田 義 廣 君 建設水道課長 藤 原   勇 君 

商工観光課長 米 本 清 司 君 住 民 課 長 佐 藤 良 雄 君 

保健福祉課長 氏 原 憲 二 君   

 ──────────────────────────────────────────―──────  

事務局職員出席者 

事 務 局 長 瀧 口 和 廣 君 係 長 市 原   茂 君 
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 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎開会の宣告 

○議長（伊藤博明君） おはようございます。 

 初めに、議会議員として御宿町の発展と向上にご尽力されました、私たちの先輩である金井

英一郎氏が５月２日に、また、企画財政課長でありました新藤 研氏が５月１日にご逝去され

ました。 

 ここに謹んで哀悼の意を表し、黙祷をささげたいと思いますので、ご起立願います。 

          （黙 祷） 

○議長（伊藤博明君） 本日、平成16年第２回定例会が招集されました。 

 本日の出席議員は14人です。 

 よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

 これより平成16年６月招集、御宿町議会第２回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、議会だよりの編集のため、議場内の写真撮影を許可いたしました。 

（午前１０時００分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎諸般の報告 

○議長（伊藤博明君） 監査委員から、例月出納検査の結果報告がありました。お手元に配付

の資料によりご了承願います。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎町長あいさつ 

○議長（伊藤博明君） 井上町長より、諸般の報告とあわせてあいさつがあります。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） おはようございます。 

 本日ここに、平成16年第２回定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方におかれまし

ては、大変お忙しい中ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 本定例会に提案いたします案件は、本町において最重要課題となっております夷隅郡合併協

議会の設置に関する案件や、本年度着工を予定しています御宿中学校建設事業の継続費補正等

を主な内容とする平成16年度一般会計補正予算案を初めとする案件８議案及び報告１件を提案

することといたしましたので、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 
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 開会に先立ちまして、諸般の報告をさせていただきます。 

 まず初めに、市町村合併についてですが、現在まで５回の推進協議会が開催され、５月31日

を最終に、合併の方式、合併の期日及びスケジュール、事務所の位置、新市名称の決定方法、

または候補の選定、議会組織など、基本的な方法についての合意がなされましたことを受け、

６月18日から20日の３日間、10地区におきまして住民の皆様のご理解をいただくため、５町に

よる任意の合併協議の経過にかかわる住民説明会を開催させていただきました。 

 説明会出席者は213名で、二、三名の方から単独でいけるのではとか、勝浦市との協議はな

ぜしなかったか、などの意見がございましたが、おおむね５町の合併について前向きに進めて

いただきたいとの意見が多数を占めておりました。平成17年３月末の合併特例法の期限を考え、

本定例会に法定協議会設置の議案を提出させていただいております。法定協議会のできるだけ

早い設置を目指し、市町村建設計画の策定やさまざまな調整と協議によって市町村合併を検討

してまいりたいと考えておりますので、ご理解のほどをよろしくお願いいたします。 

 次に、６月２日、県町村会定期総会が開催され、夷隅郡町村会からはいすみ鉄道に対する継

続的財政支援など５項目を要望いたしました。また、先般６月17日の全員協議会で報告させて

いただきましたミヤコタナゴに関する今後の保護活動の基本とするミヤコタナゴ保護生息地環

境基本構想及び中学校建設に関しましては、目標達成のため各事業推進に邁進する所存でござ

いますので、引き続きご協力をお願い申し上げます。 

 以上で、諸般のご報告を終わりますが、先に申し上げました８議案及び報告１件につきまし

ては、十分なるご審議を賜り、ご決定いただきますようお願い申し上げ、冒頭のあいさつとい

たします。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎会議録署名人の指名について 

○議長（伊藤博明君） これより日程に入ります。 

 日程第１、会議録署名人の指名についてを議題といたします。 

 会議録署名人は、会議規則第119条の規定により議長より指名いたします。 

 12番、浅野玄航君、13番、貝塚嘉�君にお願いいたします。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎会期の決定について 

○議長（伊藤博明君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
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 今定例会の日程は、あらかじめ配付した日程により、本日１日限りにしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日限りとすることに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎報告第１号の上程、説明 

○議長（伊藤博明君） 日程第３、報告第１号 繰越明許費繰越計算書についてを議題といた

します。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 報告第１号 繰越明許費繰越計算書について。 

 平成16年３月定例会でご議決いただきました平成15年度御宿町一般会計補正予算第７号の繰

越明許費を別添繰越計算書のとおり調製いたしましたので、地方自治法施行令第146条第２項

の規定により、本議会に報告するものであります。 

 詳細につきましては、担当課長より報告させます。 

 以上。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） それでは、私の方から繰越明許費の繰越計算書につきましてご報

告させていただきます。 

 まず、農林水産業費でございますが、須賀地先の治山事業400万500円につきましては、県補

助金の交付決定が３月の中旬になったということから繰り越しを行ったものでございます。７

月末の完成を予定しており、財源といたしましては県の補助金300万円を充当させていただい

ております。 

 また、土木費につきましては、町道0105号線、役場の入り口でございますが、道路改良につ

きまして２月に未買収地につきましての購入交渉がまとまったということから、当初予定した

部分まで改良工事の進捗を図るため繰り越しを行ったものでございます。繰越額は972万4,050

円で、７月の完成を予定しております。 

 また、公共土木災害復旧事業費は、工事用の道路の借り上げ交渉が農作業の時期と重なり難

航するということから繰り越しを行ったもので、繰越額は1,545万6,000円でございます。内容

につきましては、河川が４カ所、道路が２カ所につきまして工事請負費でございます。財源に
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つきましては国庫補助金1,030万9,000円、そして町債510万円及び一般財源４万7,000円でござ

います。最終の完成は９月末を予定しております。 

 以上、報告させていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） 以上で報告第１号を終了いたします。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第４、議案第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第１号、提案理由を申し上げます。 

 本案は、「地方税法の一部を改正する法律」が平成16年３月31日に公布され、４月１日付で

施行されたことを受け、「御宿町税条例の一部を改正する条例」を専決処分いたしましたので、

地方自治法第179条第３項の規定により、これを報告し承認を求めるものです。 

 なお、詳細事項につきましては、担当課長より説明をさせますので、ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） 吉野税務課長。 

○税務課長（吉野健夫君） それでは、私の方から説明をさせていただきます。 

 説明に当たりましては、税目ごとに主な改正事項を説明させていただきます。また、地方税

法の改正に伴いまして、引用しております条項の改正等につきましては省かせていただきます。 

 初めに、第１点目の個人住民税でございますが、これは１ページ目でございます。 

 第24条で均等割の非課税限度額の基準額を改正いたすもので、16年度から適用いたすもので

す。均等割の非課税限度額を、19万2,000円を１万6,000円引き下げまして17万6,000円といた

すものでございます。 

 次に第３項でございますが、生計同一の妻に対する均等割非課税措置を廃止いたすもので、

年収100万以上の妻で、17年度から２分の１、18年度に3,000円といたすものでございます。 

 次に、均等割の標準税率につきまして、人口段階別の税率区分を廃止いたしまして、全国一

律といたしまして2,000円を3,000円といたすものでございます。これにつきましては、平成16

年度から適用となります。該当者につきましては、4,300人ほどを予定しております。 
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 次に、第34条でございますが、平成18年度から老年者控除額を廃止いたすものでございます。

住民税につきましては、48万の控除がなくなるということで、48万の税率で引きますと１万

4,000円見当になろうかと思います。 

 次に、附則第５条、下の方の段でございますけれども、所得金額の加算額を36万から35万に

引き下げるものでございます。これにつきましては、総所得金額の35万円に、本人、配偶者、

扶養の合計を乗じて得た金額に35万を加算した金額以下である場合には、所得割を課税しない

ということでございます。これにつきましては、１万円を引き下げるもので、単純に税に換算

いたしますと300円程度になろうかと思います。 

 次に、１ページの後段から７ページ前段につきまして、土地の譲渡益課税、株式譲渡課税の

見直しでございまして、平成16年１月１日以降の譲渡から適用いたすものでございまして、土

地の譲渡益課税につきまして、土地市場の活性化に資する観点から改正を図るもので、主立っ

たものとして長期譲渡所得につきましては６％から５％に軽減をいたすものでございまして、

特別控除額100万円を廃止いたすものでございます。全体といたしまして、国税を含めまして

従来は26％あったわけでございますけれども、これは20％に軽減をされるということでござい

ます。 

 次に、土地建物の長期短期譲渡所得の計算上、生じた損失の金額につきましては、譲渡所得

以外の所得との通算及び繰り越しの適用を廃止いたすものでございます。 

 次に、非上場株式の譲渡所得に係る税率を６％から５％に軽減をいたすものでございます。 

 次に、固定資産税、１ページの中ほどになろうかと思いますけれども、家屋の所有者以外の

者がその事業のために取りつけた附帯設備について、取りつけ者に償却資産として課税をする

ということでございます。17年度から施行いたすものでございます。なお、これにつきまして

は、過去の経緯からいきまして、御宿町には発生はいたさないというふうには考えてございま

す。 

 以上、主な改正をさせていただくものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） １番、石井です。 

 長文ですので、細かい点は差し控えますが、全体といたしまして本条例の改正に伴い、予算

はどのように調製されるんでしょうか。具体的に町の収入が増えるということになれば、町民
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の負担は増えるというふうに解されるわけでありますが、その主なものについて試算されてあ

ろうかと思います。まだ、今年度、確定はされていないというふうに思いますので、昨年度ベ

ースで結構でございますので、そうした数値があればご説明いただきたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 吉野課長。 

○税務課長（吉野健夫君） 予算に反映してまいりますのは、生計同一の奥さん方に来年度か

ら２分の１、18年度に3,000円ということでございますけれども、私どもで仮の算出をいたし

ましたところ、17年度で60万程度、18年度で120万程度の予算になろうかと思います。 

 次に、均等割が、2,000円が3,000円に今年度からなったものでございますけれども、これに

つきましては400万程度を今年度の予算に計上させていただいております。 

 次に、老年者控除が廃止されることによりましての予算でございますけれども、実質48万は

控除がなくなるということになりましても、実質には所得割の限度額、非課税分、それと均等

割の限度額がございます。さらに、いろいろなものの控除額がございますので、その辺のこと

につきましては実質計算してみないとわかりませんけれども、単純に48万がなくなったと計算

しますと600万程度は上がるだろうと、そういうふうに考えます。 

 それと、あと固定資産税でございますけれども、これは先ほど申し上げましたとおり、御宿

町には発生はしないだろうというふうに考えております。 

 また、譲渡所得等につきましては、これにつきましては毎年あるというものではございませ

んで、経済状況を反映しまして、譲渡の場合にはマイナスの譲渡が、買ったときよりも売った

ときの値段の方が安いということになっておりまして、税に反映するというのは、逆に減額の

方に反映していくだろうと、そういうふうに考えてございます。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） そうすると、今ちょっと細かく幾つかあったわけですが、トータルで

幾らぐらいになりますか。要するに、この間、介護保険の負担でありますとか、最近では年金

の負担増とか、大変住民の負担が多くなる、そういう施策が大変多いわけでありますが、そう

いう国策の中にありまして、本町におきましてもこういう大きな住民の負担が発生すると。経

済状況は、多少は上向いたかのような報道は受けるわけでありますが、実態は大変厳しいと言

わざるを得ないというふうに思っているんですが、総合的に幾らになるかということですね。 

 では、そういう厳しい町民の皆さんの生活状況の中、こうしたもののご理解を今後いただか

なければならない。今日の採決でどうなるかわかりませんけれども、その状況ではそういう事

態が生まれるということになろうかと思いますが、これがもし仮に可決ということになれば、
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こうしたことを町民の方にご理解をいただく状況が生まれようかと思うんですが、それについ

てどのように考えておられるのか、その辺についてお伺いをしておきます。 

○議長（伊藤博明君） 吉野課長。 

○税務課長（吉野健夫君） この辺の条例の改正等につきましては、既に住民税につきまして

は、納付書と同時に中でご案内をさせていただいておるところでございます。 

 また、私どもとしましても、今後、町の広報等を通じまして、その辺の周知徹底を図って、

極力、住民の方にご理解をいただけるように努力をさせていただくというふうに考えておりま

す。 

 あと、予算でございますけれども、私ども今年の予算で均等割が400万程度は間違いなく上

がるだろうというふうに考えております。 

 また、あとの条例のことにつきましては、まだ17年、18年と先の次元のお話になってまいり

ますので、16年度のものが確定いたしました段階で精査をして参りたいと考えております。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑なしと認めます。 

 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第１号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（伊藤博明君） 挙手多数です。 

 よって、議案第１号は原案のとおり承認することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第５、議案第２号 夷隅郡合併協議会の設置についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第２号 夷隅郡合併協議会の設置につ

いての提案理由を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第252の２第１項及び市町村の合併の特例に関する法律第３条第１項の

規定に基づき、大多喜町、夷隅町、御宿町、大原町及び岬町の５町の合併による新市の建設に
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ついて協議を行うため、別紙のとおり規約を定め、夷隅郡合併協議会の設置について、地方自

治法第252条の２第３項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 先に設置しました夷隅郡合併推進協議会での協議・合意事項につきましては、住民説明会を

開催し、住民の皆さんにご説明いたしました。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をさせますので、よろしくご審議の上、ご承認

くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） それでは、私の方から議案第２号の夷隅郡合併協議会の設置につ

きまして説明させていただきたいと思います。 

 夷隅郡合併推進協議会での協議・合意事項につきましては、その都度、議員協議会におきま

して協議をされてきたところでございます。今回、18日から20日までの３日間、10地区におい

て住民説明会を開催し、住民説明会には213名の方が参加されました。参加者の意見といたし

ましては、先ほど町長の方からも諸般の報告でございましたが、二、三名の方からは単独でい

けるのではというような意見もございましたが、おおむね５町の合併について前向きに協議を

していくという意見が大半を占めておりました。 

 今回の設置については、地方自治法第252条の２第１項及び市町村の合併の特例に関する法

律第３条第１項の規定によりまして、大多喜町、夷隅町、御宿町、大原町及び岬町の合併によ

る新市の建設に関する基本的な計画の策定、また合併に関する協議を行うため、別紙のとおり

規約を定めまして、夷隅郡合併協議会の設置につきまして、地方自治法第252条の２第３項の

規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 なお、添付書類であります規約につきましては、議員協議会で協議をした内容のとおりでご

ざいますので、説明を省かせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） １番、石井です。 

 合併協議会の設置議案についてでありますが、一般質問も通告してございますが、議案が出

たということで、こちら側に一部振りかえをさせていただきたいというふうに思います。 

 本規約については、事前に説明も受けているところではありますが、本会議の席上でござい

ますので、幾つかについて明らかにしていただきたいというふうに思います。 
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 まず、この間に合併推進協議会が設置され、幾度か議論が展開されてきたわけでありますが、

任意協議会を経てですね、町長参加しての感想をまずお伺いをしたいというふうに思います。 

 そして、この任意協議会の会合を経た中で、これまで合併により現在抱えている諸問題、例

えば会社を少しでもよくしてほしい、また町を活性化してほしい、また高齢化や福祉の問題、

また若者対策など、先ほど事前にこの間の説明会の報告もいただきましたが、そうした質疑も

たくさん出ておるようでございます。そのようなものがどのように解決されるというふうに考

えておられるのか、その辺についてのご感想もお聞かせ願いたいというふうに思います。 

 それから、この資料には一部事務組合については触れられておりません。人数についても一

般行政職のみしか触れられておられないわけであります。そういう部分におきまして、これが

どのように扱われていくのか、その辺の方向性について協議がされたのか。一部事務組合につ

いては、本来であればこうした任意協の中で議論も経て、その方向性を定めるというのが本来

のあり方だろうというふうに思うわけでありますが、それについてどのようになっているのか

お伺いをしたいと思います。 

 また、既に言われたんでしょうか、設置以降でありましょうか、任意協の経費についてどの

ようになっておるのか。 

 それから、これから設置された場合、法定協の予算、それは後段で補正で出てくるのかもわ

かりませんが、全体として幾らぐらいの予算が予定をされているのか。 

 それから、今回のこの推進協議会でありますが、会議については公開をしないということで、

これは任意協議会の中でぜひそういう公開の場でということでお願いをしてあったわけであり

ますが、それはかなわなかったというご報告もいただいておりますが、会議録につきましては、

これは公費で行った会議でございますので、当然公開できるものと思います。事前に情報公開

で請求をいたしましたが、昨日の時点におきまして３回目の会議までしか公開されませんでし

た。そうしますと、やはりこういう大事な問題について、我々がこの場で判断するという中で、

そうした資料もきちんと提示を受けないで、こういう判断を下していかなければならないとい

うのは、やはり本来あるべきではない。期間が短いのはわかっています。期間が短いのならば、

短いなりにやる方法はあったのではないかと思うんですね。これは町の中で解決する問題では

ありませんから、当然５町が集まっての会議でありますから、ここでどうこうというわけでは

ありませんが、やはりそれが今回の推進協議会の現実的な中身ではなかったのかなと推察する

わけでありますが、それについて伺いたいというふうに思います。 

 それから、県職員がたしか派遣をされておったというふうに思います。今までは、過去の夷
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隅郡市合併推進協議会のときには、任意協のときには県職員は派遣されておらなかったわけで

ありますが、そうしますと非常に事務官としては、非常に厚い体制で行っていたと思うわけで

ありますが、そういう意味におきましても、そういう事務作業の遅れですね、それがあっては

ならないというふうに思うわけでありますが、現実的にはどなたがこの職についたのか。また、

職歴、また給与等についてお伺いをしたいと思います。 

 それから、町内で行われた説明会については、先ほど詳しい資料も添付いただきましたので、

それでよしといたしますが、郡内におきましても同様に今回の推進協議会の説明が行われたと

いうふうに聞いておりますが、それはどのように行われたのか。町として知る状況があれば、

それについての報告を求めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） それでは、私の方からですね。 

 まず、任意協議会での町長の感想につきましては、私の後にお願いしたいと思いますが、ま

ず合併によりまして現在抱えている諸問題等の解決というようなお話でございますが、これに

つきましては、現在ご存知のように少子高齢化、また住民ニーズの高度化、多様化ということ

で、地方分権の推進、また生活圏の拡大というような状況が進む中での依然として大変厳しい

財政状況にあるわけでございます。そうした中で、住民サービスの維持、また向上を図ってい

くということにつきましては、効率的な行政運営を求められているという状況でございます。

町におきましても、行政改革大綱に基づきまして、旅費や食料費等の見直し、そして職員の勤

務評定制度や、また事務事業評価の導入等、あらゆる面で行政経費の見直し、節減を図ってき

ております。 

 また、職員数におきましても、13年４月から比べますと３名の減ということで、経常経費の

抑制にも努めているところでございます。常に行政改革につきましては進めていかなければな

りませんが、町単独では行政改革にも限度がございます。そうした中で、夷隅郡市の合併協議

会の資料でも、御宿町は合併せずに単独でいった場合については、平成20年度には財政は赤字

になるというような推計をされておるわけでございます。町単独であっても、住民サービス能

力で、見直しや適正な受益者負担について検討することが避けられない状況でございます。 

 そうした中で、住民説明会でも住民の皆様にご説明をいたしましたけれども、合併により経

費の節減による財政運営の効率化を図っていきまして、産業振興、また定住化とか交流人口の

増加、また福祉、介護や情報化等に対する専門職員の配置による少子高齢化、住民ニーズの高
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度化、多様化や、また地方分権への対応につきまして、住民サービスの維持また向上を図って

いくために、財政支援措置がある今のこの時期、合併特例法の期限の中で市町村合併を協議す

ることは大変重要なことだと考えております。 

 議員のご質問は、市町村合併により現在抱えている諸問題が合併によって解決できるかとい

うような質問でございますが、合併はこれを解消する有効な手段と、そのためには今後の法定

協議会の協議が大変重要であります。合併後においても、首長、職員一体となって住民の皆さ

んが合併効果を実感できるように常に努力をしていかなければならないと、このように考えて

おります。 

 それと、現在、一部事務組合につきましては、５町の中で構成をしている一部事務組合につ

いては、合併することになれば期日をもって解散することになりますが、合併日に事務を新市

に引き継ぐことになるのですが、夷隅郡の広域市町村圏事務組合のように、５町以外の自治体

が構成市町村に含まれる場合につきましては、その取り扱いにつきましては法定協議会で協議

することになろうかと思いますが、通常、合併の日の期日をもって組合から脱退し、新市にお

いて合併の日に加入するということになろうかと思います。 

 それと、任意協議会の経費ということでございます。16年度の任意協議会の予算額は677万

7,000円でございまして、１町当たり135万5,000円でございます。法定協議会が設置されれば、

決算を行い、残金があれば返還されるということになろうかと思います。 

 それと、会議録の公開ということでございますが、会議録の公開につきましては石井議員か

らも再三のご指摘がございまして幹事会等にもお話ししました。その結果、任意協議会におい

ても、それぞれ町の情報公開条例に基づき公開をしていくということでございます。そして、

３回までというお話がございましたが、５回まで行っております。まだ任意協議会の方から、

あと残りの２回の会議録がまだ上がってきておりません。当然、会議録は調製がし終われば公

開するというふうに考えております。 

 それと、県の職員の職歴、また給与というようなことでございますが、任意協議会の合併問

題協議会の中では、県の職員につきましては次長に、県総務部の市町村課主査の添谷氏が派遣

されております。また、職歴につきましては、印西支庁とか、また県の総務部の地方課、また

今現在は市町村課勤務となっております。給与につきましては、県への負担金といたしまして

任意協議会の時点で250万円の予算を計上しております。 

 それと、郡内の説明会についての状況でございますが、大多喜町が12日から24日まで６会場

で行う予定でございます。また、夷隅町は14日から16日までということでございます。そして



－１６－ 

３回の予定です。大原町は18日に行いまして１会場、岬町は21日から24日までで４会場という

ようなことになっております。また、参加者の数とか意見等については、まだ聞いておりませ

んので、こういう形でもう既にそれぞれの町で住民説明会は終了しているというのが状況でご

ざいます。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 推進協議会へ参加しての所感ということでございますが、一般質問で

も出ておりましたけれども、今、質問がありましたのでお答えします。 

 今回、夷隅郡合併推進協議会で、合併主要項目の協議に関し事前に行われた議員の皆様との

協議をもとに、町としては主張すべきところは主張をしてきたと、そのように認識をしており

ます。 

 今、総務課長から話がありましたように、18日から20日までの３日間、全区で開催しました

住民説明会では、先ほども冒頭のあいさつで言いましたように二、三の単独ではという意見も

ありましたが、おおむね５町での合併協議について前向きのご意見をいただきました。頑張っ

てください、こういう意見もいただきました。 

 住民説明会には、合計で213名の町民の皆様にご参加をいただき、多くの要望、ご意見をい

ただいたことは、先ほどお話をしたとおりでございます。将来にわたる健全財政を考慮し、合

併特例債の慎重な取り扱いを求めるご意見や、合併によるメリットが新市の市民等に等しく共

有できるのか、建設計画の策定についても意見をいただいたところであります。 

 本日、法定協議会の設置について決議をいただきますので、これら多くのご意見を今後の法

定協議会の協議に反映させていくとともに、協議の経過をわかりやすく住民の皆様に伝えるよ

う努力し、行政の責任者として御宿町の進む方向性を見きわめなければならないという責任の

重大性を痛感しております。今後とも町議会の皆さんとともに事前によく協議をし、法定協議

会に臨んでいきたいと、このように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） ご説明をいただきましたし、町長の所感もいただきましたが、改めて

また幾つか質疑をさせていただきたいと思います。 

 まず、今回のチラシですね、住民説明パンフレットでありますが、これを見てみますと、こ

れは協議会のときにもお話ししましたが、はっきり言ってこれだけでございますね。具体的に

は、本当に今お話しされた内容だけだろうなということですね。前回の任意協議会、１市５町

のときでありますが、同じページ数でありますが、非常に事細かに１市５町の今後、合併によ
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って期待されることについて検討がされておったわけであります。それらに基づきまして、前

回のときには、たしか１回目の合併協議会だよりであったかと思いますが、市町村合併是非を

含めた検討をということですね。メリット、デメリットについても明らかにするんだという形

の中で進んだかというふうに思うわけでありますが、今の言葉の中にちょっと触れられていな

かったわけでありますけれども、今回のこの法定合併協の基本的な性格、任務というのは、合

併ありきだけなんでしょうか。議事録も３回出していただきましたけれども、これを見まして

も、そうした議論はほとんどされていないというふうに思うんですね。合併のみ。簡単に言い

ますと、いかにスムーズに合併をするか、そのような議論に終始しておったかと思うのですが。

それともう一つ、住民からたくさんのご要望がありました。私も今、質問しましたが、そうし

たものが本当に解決できるのか。要するに、今おっしゃられましたが、合併効果が実感できる

ような、そうした合併をしたいんだというお話をされていたわけでありますが、果たして今後

このスケジュールの中で、これが本当に町民の皆さんが期待しているような、そうした議論が

できるのかと。これは大変厳しいと思うんですね。５月28日に千葉日報、その時点で報道もさ

れておりますけれども、懸案は合併後に先送り、こういう報道をされております。実態はその

とおりじゃないかなと思うんですね。 

 例えば、御宿町がこのようにいろいろな形で新市にいろいろなものを検討しながら議論をし

ていく中で、ではほかの町はどういう状態なのかということで幾つかちょっと調べてみました。

例えば、ある町は、今度の３月議会の中で、例えば水道会計で、これは我々から見ればの話で

すけれども、これは県の補助金の流用に当たるんじゃないか、そういうような改定をしている

ような感じが、みうけられます。それから、そのときには個人から受けた献金ですね、そうい

う基金ですが、そういうものの取り崩しを行う。それから、今度の６月議会には、町の財産を

売り払う。これは何か議会の方の反対があって、それは取りやめになったということでありま

すが、これが実態なんですね。本当に前向きにみんなで力を合わせて、今度、新設合併ですよ

ね、対等、平等になると私は思いますから。そうした中で、本当に真摯にこの合併に取り組む

という姿勢と、私はこれはかけ離れているんじゃないかと思うんですね。 

 それから、ある町では、この間、職員の採用をさっき課長に本町の職員の採用状況について

ご報告いただきましたが、例えば平成14年８人、平成15年10人、平成16年、今年ですね、12人

採用している。それは、確かに定数がありますよね。定数の範囲内かもわかりません。また、

やめられていく職員も多分あるんだろうと思います。しかし、合併後を目指しながら、人員削

減によるスリム化で行政効果を上げようとおっしゃる首長さんが、地元ではこういうことをさ
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れているということは、私はなかなか不可解な話だと思うんですね。これが実態ではないんで

しょうか。これで本当に皆さんが望むような、御宿町の町民の皆さんが望むような対等、平等

な中での本来の意味での地方自治、新しいあるべき市町村ができ上がるんでしょうか。 

 ですから、そういう意味におきましても、もとに戻りますが、今回の合併協議会、合併あり

きの合併と言われかねないような内容なんですが、これについてはどうなんですか。町長、ど

ういうスタンスでこれについては臨まれるんですか。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） ただいま合併ありきというようなお話もございましたが、規約の

中では、当然、合併の是非を含めて協議していくというようなことになろうかと思いますが、

規約の３条の中の３項につきましては、やはりこれはここで必要な事項について協議すること

を規定しておりますが、この必要な事項については、合併の是非に関する協議も、その中に含

まれているというような解釈でございます。 

 また、当然合併につきましての資料、また１市５町のときの資料についてのメリット、デメ

リットというような内容は、もう既にそういった内容については、１市５町のときと全く考え

方は同じような考え方で、そのままそういう形で進めさせていただくということでございます。

また、住民が、当然合併が実感できるというような考え方、そういった内容につきましても、

今後、建設計画なりでもって表記をしていかなければならないとは思います。 

 また、財政的にも、この間も合併の説明会の中で説明を申し上げましたけれども、５町の町

税は62億3,000万ということでございます。その中で、人件費だけでも62億7,300万というよう

なことで、若干ですが町税を人件費が上回っているというような状況でございます。どうして

も、こういう状況でありますと財政は硬直化してくると。これは町税が多くて、人件費が締ま

り、その中で余力があれば、それを住民サービス、そういったものに回せるわけでございます。

そうした中で、当然そういう削減効果を含めて住民サービスをしていきたいと。こういうよう

なことで、あと任意協議で進めていくような、合併の推進についてというようなことよりも、

法定協議会でも協議の議論をしていかなければならないのではないかと、このように考えてお

ります。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） 確かに協議会でありますね、議論の場であるわけでありますが、推進

協議会から示されたスケジュールはこのとおりなんですよね。前回の１市５町のときも、もう

タイムリミットはいっぱいなんだという中で、一瀉千里のごとく、本来だったらば、例えば持
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ち帰り協議して十分議論を尽くすべきところも、もう即決というのが当初の議会ですね。そう

いう中で、なかなか議論が煮詰まらなかったというのが実態じゃないでしょうか。今回、さら

に時間が短いわけです。同じ回数をやれば済むじゃないかというのはどうなんでしょうか。そ

れだったらば、なぜ今回の推進協議会で会議録が今日までに５回全部のが出ないんでしょうか。

県からも、先ほど大変立派な方が派遣されたというご報告もいただきました。大変なお給料を

払うような報告もいただきました。何でそんなことができないんですか。それなのに、今後そ

れがどうして保証されるんでしょうか。我々が、町長が期待する、町民の皆さんが期待する、

そういうような真摯な意味での話し合いの場にこれがなるんでしょうか。私は、決してそうは

ならないというふうに思います。それが実態じゃないでしょうか。 

 しかも、今回についても、任意協設置のときにも、御宿町の多くの議員の意見というのは、

任意協で徹底して議論をして煮詰めてほしいと、今後のあるべき方向をきちんと提案してほし

いということだったんじゃないですか。それは賛成の方も反対の方も同じ、その思いは変わら

ないというふうに思うんですね。 

 それは確かに、５町が集まる中でスケジュール的な話をされているところも多かったようで

ございますから、それはそういう意見は通らなかった。それはわかりますが、では今おっしゃ

ったようなそういう是非の問題、メリット、デメリットの問題、これが本当に町民に理解され

る形で町民の皆さんに説明できるんでしょうか。現実的には、例えば御宿町、たくさんいろい

ろなサービスをやっております。前回の１市５町のときもそうでありましたけれども、少なく

とも予算上、出てくることについては協議がされるんですよ、計画や何といいますか数字の問

題ですね。日程的には、この数字の問題の調整で手いっぱいじゃないでしょうか。前回も、負

担は軽く、サービスは高くというようなことでやっておりましたが、これも現実的には中程度、

平準化、真ん中程度という形だったんじゃないんですか。それだって今回については、その文

言については、一言も入っていないじゃないですか。言葉はきれいな言葉を使っていますよ。

では、現実的にどうするのかということは一言も入っていない。まさに、この新聞報道のとお

り懸案は合併後に先送り。 

 その中で、では実態はどうかというと、今朝の新聞報道の中では、埼玉のある市ですね、最

近合併したところでありますけれども、首長さん、議員さんの歳費のお手盛りアップというよ

うな報道がされておりました。16万何がし、23万何がしですか。今日だって、御宿町において

も大変な額の町民の負担をいただくような議案を議決しているわけですよ。そうした中で、そ

こでも同じだったりするわけですね。国保なんかも、最初は関連自治体のどこよりも高く合併
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後に改定されたというお話も聞いています。きちんと計画をつくってあっても、それ以上の問

題が出てくる。まさに、サービス切り捨てになってくる。これが実態じゃないでしょうか。そ

れがきちんと議論もできないようでは、本当の意味での合併ってないじゃないですか。 

 私は、これは急ぐべき話じゃないと思うんですね。今回の調整内容につきましても、総合市

庁方式、それから特例債についてはなるべく使わない方式ということであれば、今、国で言う

合併効果なんて全然ないんですよ、簡単に言うと。だって、このお金を使うのはほとんどまと

めのための合併じゃありませんか。では、今回の合併の中で、どういうメリットが住民の中に

生まれるかって、一言も言えないじゃないですか。 

 御宿町はこれまでも、基本計画、総合計画、それからこの間はミヤコタナゴを全国に先駆け

る、文科省であの計画に対して大変立派だということで、それを参考にしていただきたいとい

うようなヒアリングもあったというような話も聞いています。大変立派じゃないですか。そう

いうことを、これから本当は地方がそれぞれの力で、住民と力を合わせてやっていくんじゃな

いんですか。そういう条件が、この中から生まれてきますか。それが大事なんじゃないんでし

ょうか。そのときに、私は住民の皆さんが路頭に迷う、そういうようなことはあってはならな

いと思うんですね。今現在はそういう状況ですよ。このままいったら何が議論できるんですか。

これまで御宿町がやってきたそういうこと、それから住民バスも含めてほとんど事業費などで

済ませてしまうものがたくさんあるんですね、予算は出てきません。そういうものはほとんど

協議されないと思いますよ。 

 それこそお年寄りの問題、これは職員あっての仕事でありますから、そうした問題について

も、これは減らすんじゃなくて増やすことこそ、これから必要じゃないでしょうか。お年寄り、

パソコンなんかできませんよ、そういう問題どうするんですか。それこそ高齢者、これからの

福祉、この夷隅地域の抱えている問題じゃないですか。そういう問題をどう調整されていくん

ですか。全部懸案されて、しかもそれがどうなるか、そういう声はなかなか議会まで届かない

んじゃないでしょうか。定数30名ですからね、最大に見積もってもね。そういう問題を抱えて

いるわけですね。今後についてそういう細かい問題、それから是非、要するに単独の場合、そ

れから合併した場合を含めまして、きちんと私は、少なくとも御宿町では示していく必要があ

ると思うんですね。それについてはどのように考えているのか、お話を伺いたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 確かに、合併によりまして、これからの財政状況を考えてみます

と、当然効率のいい行政運営が強いられておるというのは確かだと思います。そういう中で、
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少しでも効率よく、いいような形で財政運営もする、また行政運営もしていくことによって住

民サービスの、今現在それぞれ多様化しているサービスにこたえていくということが、まさに

合併についてのそういう削減効果を上げ、それに充当していくということが今、求められてい

るというふうに思います。 

 また、職員の問題もそうです。きめ細かな行政をしていかなければならない、これは当然で

ございまして、当然これからお年寄りも多い、そういう中でも専門的な職員が大変必要になっ

てきます。そういうことに対しましても、もっときめ細かく職員の対応を、専門的な職員を配

置するなどしてやっていかなければいけないというようなふうにも考えております。 

 そうすることによって、また総合市庁方式というお話もございました。当面の間は、住民に

も迷惑のかからないように、スムーズな移行ができるような形の中でやっていくということで

ございます。また、職員の対応は、それぞれのさまざまな対応の仕方があろうかと思いますが、

やはり職員の教育、またそういったようなことも重点的に行いながら、やはり住民への対応を

しっかりとやっていくような形で協議もしていかなければならないかというふうに考えます。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

 12番、浅野玄航君。 

○１２番（浅野玄航君） 12番、浅野です。 

 当然のことだと思いますけれども、確認の意味でひとつお願いいたします。 

 前回の１市５町の合併協議会のときの経緯から承知しているわけですけれども、合併の是非

は当然協議の中で含まれた部分であると思います。そこで、５町の合併に関する協議、これを

進めていく中で、前回の合併協議会は、自治体のうちの一つが、これはだめだというふうに判

断した場合、前回はそうだったわけですけれども、この場合は離脱ではなく解散になると、そ

のように理解してよろしいと思うんですけれども、確認です。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 合併の協議が調い、もし最終的な議会の議決の中で、当然これが

１町でも議決がなされなかったということは、やはり白紙に戻るということでございます。 

○議長（伊藤博明君） 浅野玄航君。 

○１２番（浅野玄航君） ちょっと質問の仕方があいまいだったんですけれども、最後の協定

の段階ではなくて行く途中ですね。途中での場合も、同じふうにして理解してもよろしいわけ

ですか。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 
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○総務課長（綱島 勝君） 協議途中で、やはり前回のように１市が離脱するというようなこ

とになれば、当然枠組みが変わるわけでございますので、それについては白紙に戻るというよ

うなことの解釈だと思います。 

○議長（伊藤博明君） 浅野玄航君。 

○１２番（浅野玄航君） 私、前回の合併協議会の後始末について、ちょっと不思議だなと思

ったことがありますので確認させていただきます。ばかな話かもわかりませんが。 

 ある面、こういう報道がなされました。合併協議会の開催について、すべての自治体が絶対

多数で承認をしたと。こういう報道が、ある面なされました。これは住民に対して非常に不親

切な報道といいますか、誤解を招く報道ではなかったのかなと思いますけれども、では、もし

他の町が合併協議会の解散を可決しなかったらどうなるかと、こういうばかなことも考えたわ

けですけれども。やはりある自治体が、離脱という言葉は非常に変な言葉ですけれども、そう

いう形になったときには、多分自治体もやはりこれは解散を認めざるを得ないということと理

解した方がよろしいんでしょうね。確認です。これで終わりです。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） そういう理解になろうかと思います。ただ、前回の１市５町の場

合は、同一請求で出されたというようなこともございまして、１回、全部白紙に戻す。それと

逆に、これが同一請求じゃなく調定の中で、１市を除いてもう一度、議会の議決をして法定協

議会を立ち上げるという提案の仕方はあろうかと思いますが、一度、議会の議決を得ているも

のについては、再度また枠組が変わった時点で法定協議会の立ち上げについても議会の議決を

要するというふうに解釈しております。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

 13番、貝塚嘉�君。 

○１３番（貝塚嘉軼君） 13番、貝塚です。 

 １つだけ、ちょっと総務課長にお聞きします。 

 この合併を進めていく上において、先ほど石井議員の質問の最後の答えの中に、合併するこ

とによって効率のいい業務運営がされていくんだと、また効率のいい財政運営をしていくんだ

と、そうすることによって合併する必要があるんだというふうに受けとめたわけです。町民が

一番聞きたいのは、私もそうですけれども、では今それぞれの町村が行っておるその業務、あ

るいは財政運営、これらは間違っているのかと。間違っているから、こういうふうにしなさい

よといって国が合併を進めているのか。そうでなくて、もっと違ったところで国は合併を進め
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ている。だけど基本的には、私はその自治体の住民の合意をもって合併しなさいというのが基

本であると。また堂本知事も、住民の意向を尊重しますと、ある市に行って合併について質問

されて、そういうふうに答えております。新聞にも報道されています。 

 私たちは、行政側と議員側と常に協議して、再三、石井君が、あるいは今、浅野議員もおっ

しゃったとおり、御宿町としてこうしてほしいと、こうあるべきじゃないか、またこういうこ

とは協議されて、それで御宿の立場が十分、合併に対して伝わっているという中において、議

決が最終的には多数決で行われていると。先般の末、住民説明会、私は都合が悪くて、体調を

崩して岩和田の説明会には顔を出せませんでしたけれども、これを見ると議員さんも行ってい

ないじゃないかと。議員のことについても質問されて、どのように答えていただいたかは知り

ませんけれども、少なくとも我々議員は全員が、それは国の特例債、そういうものは使わない

と、即、50日以内の本則どおりであるよというような答えを出しているわけです。私とすれば、

そういう説明会のときの質問のときに、御宿の議員は全員がこういう考えですと、こういうこ

とも提案してありますというような部分も、説明してほしかったなというふうに思うんですけ

れども。ちょっとその部分から外れましたが、この効率のいい業務運営、効率のいい財政運営、

それをするために合併するんだというのであるなら、そこのところを住民に十分わかりやすく

説明してほしい。そして、住民から、そうであるなら合併してくださいという声を持って、今

後の協議会に臨んでほしいというふうに思うんですね。 

 私は、だけどそれは十分説明されていないというふうに思っております。ですから、課長が

そういうふうにおっしゃるんだったら、では、今、こういう業務運営をやっているけれども、

こうじゃないんですよ、合併したらこういう形になるんですよと、先行き５年、10年先、こう

いうふうにしていかなければ、この御宿町が存続していけないんだというような形を示してい

ただいて、住民に十分納得していただいた上での合併を進めるなり、あるいは単独なり、そう

いう方向を説明していただいて、初めて正しい合併が行われるというふうに私は思います。 

 ですから、まだまだ法定協を立ち上げて、12月に調定していくというようなことは、私は時

間がないというふうに思っております。その辺、どうなんですか、総務課長。もう一度具体的

に例を挙げて、だからこうするんだということをちょっと教えてください。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 効率のいい財政運営というようなことでございますが、今まで当

町におきましても効率もよく、みんなそれぞれ行革大綱等を含めまして進めてきているわけで

ございます。どこの町がまちづくりを間違っていると、そういうようなことは一切ないと思い
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ます。それぞれ各町、努力しながらやっているのが実情でございます。 

 しかしながら、やはり国等の中で、少子高齢化、納税者も少なくなって減ってくるというよ

うな状況で、国についても大変財源不足だというようなこと、そんなことから市町村に交付さ

れる交付税も、平成12年度から比べますと、本年度の16年度予算までには４億円の交付税の額

が減らされております。12年度においては、約11億円の交付税がございました。それで、今は

８億ぐらいのものでございます。そういうことを一つとっても、なかなか国の財政の厳しい中

で、地方の財政も、一般財源もそれなりに、十一、二年度から比べますと約１億5,000万ぐら

い減っております。これについても今お話ししたように、税の少子化による納税者の減、それ

とか経済状況等もあろうかと思います。そういう厳しい財政状況の中で、それぞれの町が運営

しているということだと思います。 

 それで、合併した場合の効率のよさというものは、どういうものなのかといえば、当然、た

だいまお話ししたように、町税と人件費がほぼ同じだと。これはやはり町税が多くて人件費を

払っていく。そうすると、合併によって職員も、１市５町の場合の中で計算しますと、約169

名ぐらいの職員が減になると。当然議員さんも78人から30名になると。また、町長も１人、そ

ういうようなことから試算しますと、約100から115億ぐらいの削減効果が出るのではないかと

いうようなことも踏まえ、やはりそういうことによって、そういう余力のある財源を生み出し

た中で、住民サービスにそういったものを回していくというような根本的な議論、そして当然

に特例債等についても、これは約95％充当率の中で310億円が借りられる可能な額だと言いま

しても、これはやはり将来に負担を強いるというようなこともございます。通常、各町、事業

をやるについては、単独事業等の起債を充当して事業をやるわけでございます。そういう事業

でも、そういう交付税で元利償還金の70％を見ていただくというような、そういう国の支援策、

そういう有利な起債を充当をしていくというように事業を検証して、なるべく有利になるよう

な形の中で進めていく。そういうことも建設計画の中で、きちんと議論をしていく必要があろ

うかというふうに思います。 

 そういった行財政の効率化によって、できる限り国も、そういうふうに交付税も減ってくる

中で、効率いい財政状況をして、今後、今までの御宿町の行政水準、これを落とさずにやって

いくというようなことも視野に入れて、そういうふうにやっていかなければならないかと、こ

のように考えます。 

○議長（伊藤博明君） 貝塚嘉軼君。 

○１３番（貝塚嘉軼君） 今お答えしたのは、全くはっきり言って正解。答えとすれば、百点



－２５－ 

満点というような解答だというふうに感じます。 

 しかし、前回の１市５町のときの合併した場合の財政シミュレーションが出されて、10年間、

あるいは合併して次の年からはこれだけの収入があって、これだけの支出があってというよう

な形の中で、差し引きの中で、即マイナス財政になっていると。まして、今回、５町を見ます

と、本当に市になると同時に赤字運営というものが示されていると。今言ったような、人件費

の削減をしたり、いろいろなことをして、100億のお金が浮いてきますよと。それが住民サー

ビスに回ってきますというのは、それはそれぞれが今持っている起債をマイナスゼロにして残

って100億、それが合併したおかげでありますよと、だから住民にサービスができますよとい

うのとは、私はちょっと違うんじゃないかなというふうに思っているんですね。その辺、私は

これから勉強させてもらって、本当にそれでいいのか、本当にそうなるのか、では何でこのシ

ミュレーションはそういう赤字のものが出てくるんだと。みんなそうやって住民の方は、私が

会ってお話しする人は、みんなそれを質問してくるんですよ。 

 ですから、議員さんの特例なんか認められないよと。それにしても、なおかつだめじゃない

かと。１市５町のときは、２年ぐらい黒字の予算が出ていたじゃないかと。では、何で勝浦と

御宿は合併しないんだ。あるいは、１市５町というのは何で合併できないんだというような話

を、私のところに言ってくるわけですよ。だから、私は基本的に、個人的には１市５町、合併

するのであれば、夷隅郡１市５町がすることによって、少しはそういう何年かの余裕がありま

す。その間に減らした分、そういう議員が減った、首長が減った、そういうお金が少しは浮い

てくるという部分の中でこうなっているんでしょうと。ですから、私個人は、できるならもう

一度考え直して、１市５町の枠組みがよろしいというふうに個人的には思っていますよという

話をしているわけなんですけれども。それはそれとして、今回、きょう５町の法定協議会が設

置されるに当たって賛否を問うわけです。だけど、私は、今の総務課長の説明は百点満点の答

えかもわからない、しかし私には百点満点でない。ですから、ぜひ住民に今申し上げたような

ことをかみ砕いて、これから先、協議会の中で話し合われたことを逐一情報提供していただい

て、最終的に私たちがここの席で賛否を問うときに、全員の賛成が得られるような努力をして

いただきたい。そういうふうに、任意協が立ち上がった場合にはやってほしいというふうに希

望して、私の質問を終わります。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑がないようですので、質疑を打ち切り、討論に入りたいと思いま
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す。 

 本案に対する反対討論の発言を許可します。 

 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） １番、石井です。 

 私は、本案に対し反対の立場から発言をいたします。 

 まず、今回の合併でありますが、国も県も合併するしないも自由と言いながら、期限を切っ

て合併の押しつけを強行している、これが実態ではないでしょうか。自治体を自治体でなくす

自治の崩壊と合併に伴う大型公共事業など、ゼネコンなどへの大企業への仕事づくり、一方で

住民サービスの切り捨てと究極の行革、これが今回の市町村合併の本質ではないでしょうか。 

 しかし、国の思惑どおり合併は進んでおりません。それどころか、協議が進むにつれて矛盾

が噴出して破綻になるケースがほとんどではないでしょうか。押しつけ合併に一貫して反対す

る全国町村会、また全国町村議長会、国の施策に対しても全会一致で結束して反対の意見を言

うことは極めてまれな事態だと言わざるを得ません。まさにそういう意味では地方の時代であ

り、地方がそれぞれの意思を持って、先ほども意見がありましたが、住民とともに今後のまち

づくり、行政の方向について決めていく、これが大変大事ではないかというふうに思います。 

 そして、今いろいろ質疑がありましたが、今、町民が求められているのは、これからのまち

づくりです。まちづくりが一番大事ではなかったのでしょうか。今、質疑にもありましたが、

財政、そろばんだけで、行政、まちづくりは決するものではありません。その一番大事な町づ

くり、それが今回、全くと言っていいほど示されておりません。そうした白紙状態で新市へ委

任する。これでは町民の皆さんの暮らしを守る、そういう我々の立場から、こうしたものに賛

成することはできないわけであります。 

 この間、合併問題につきましても、これは自治体ではありませんが、例えば夷隅郡内におき

ましては、農協がこの間、合併しております。当初、御宿町の農協も大変経営状況は優良だっ

たというふうに聞いております。それがどうでしょうか、今は火の車というふうに聞いており

ます。最近では、夷隅町農協、岬町農協が合併をいたしましたが、しかし経営状況はよくなる

どころか悪くなるばかりのようでございます。今、夷隅町農協組合、それからまた岬町農協組

合も大変な事態と聞いております。最近では、支所も大幅に合理化され、なくなったために、

例えば年金など、そういうお金を下しに行くにつきましても、そういうところではタクシーを

使って行かなければならない、こうした事態が生まれております。それは確かに、一団体と自

治体とでは違うかもわかりません。しかし、この間の議論、特にこの合併問題についての夷隅
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郡市の、また夷隅郡内の状況を見るならば、これは合併のための合併、住民の本当の暮らし、

そういうものが本当に真摯な意味で議論されるか、これは残念ながらないのではないでしょう

か。 

 そういう意味におきまして、私は今回の合併協議の設置について反対をするものであります。 

 以上であります。 

○議長（伊藤博明君） ほかに討論ありませんか。 

 以上で討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。この採決は起立によって行います。 

 議案第２号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（伊藤博明君） 起立多数です。 

 よって、議案第２号は原案のとおり可決することに決しました。 

 これより11時30分まで休憩いたします。 

（午前１１時２０分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

○議長（伊藤博明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時３３分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第３号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第６、議案第３号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第３号 特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定についての提案理由を申し上げま

す。 

 本案は、先にご議決いただきました「夷隅郡合併協議会」の町選出委員の報酬につきまして

ご審議いただくものです。 

 詳細につきましては担当課長より説明をさせますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 
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○総務課長（綱島 勝君） それでは、議案第３号につきまして、特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまして説明させていた

だきます。 

 本案は、夷隅郡合併協議会の設置について議決をいただきましたので、この協議会に参加し

ていく合併協議会委員の報酬を、日額6,200円に定めさせていただくものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） ここに、謳う以外のものの委員についてはどうなんでしょうか。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 合併協議会の委員ということでございますので、これ以外の委員

さんといいますと、首長、議長さん等もこの合併協議会の委員と解釈していただいて結構でご

ざいます。ほかに委員はないと思います。報酬につきましては、これは法定協議会の中で協議

されることとなろうと思いますが、今までですと町長、また議長職といった方の報酬につきま

しては支払わないというような協議会の中での申し合わせがございます。そういうのがありま

した。今後、法定協議会の中で協議することになるかと思いますが、今現在ですと委員さん、

学識経験の委員さん２名の予算等も、これでとっていただければ計上させてあります。 

 よろしくお願いします。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第３号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（伊藤博明君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第３号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第４号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第７、議案第４号 御宿町母子家庭・父子家庭等医療費等の助成

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第４号 御宿町母子家庭・父子家庭等

医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本案は、条例の名称を母子父子家庭等からひとり親家庭等へ変更すること、また、支給制限

額について児童扶養手当法に準ずることなど、条例の一部を改正するものです。 

 よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をさせます。 

○議長（伊藤博明君） 氏原保健福祉課長。 

○保健福祉課長（氏原憲二君） 御宿町母子家庭・父子家庭等医療費等の助成に関する条例の

一部を改正する条例の制定について説明いたします。 

 本医療費助成制度につきましては、当町では昭和60年度から実施しておりますが、母子家庭

の母、父子家庭の父及び児童などが、疾病、負傷により保険診療や保険薬局の調剤を受けた場

合、医療費の一部について助成金を支給するもので、市町村が行う助成事業経費の２分の１の

範囲内において県補助金が交付される制度です。母子家庭などの経済的負担、精神的負担の軽

減により福祉の向上を図ることを目的としております。 

 千葉県母子家庭・父子家庭等医療費等助成事業補助金交付要綱の一部改正が平成16年５月14

日告示、８月１日施行となりましたことに伴い、条例の一部を改正させていただくものでござ

います。 

 それでは、新旧対照表をご覧いただきながら、主な改正点について説明をさせていただきま

す。 

 今回の主な改正は３点ございまして、１点目といたしまして母子・父子家庭等をひとり親家

庭等へ名称を改正するものです。この改正理由といたしまして、県では関東各県の補助金交付

要綱に合わせて字句を改正するとしております。第１条から第６条につきまして、名称の変更

を初め、字句の改正を行うものですので、詳細な説明は省略させていただきます。 

 ２点目として、受給資格者の所得による支給制限等につきましては、２ページの第４条で規

定しておりますが、支給制限額を規則により児童扶養手当法の支給制限額へ準ずることへの改

正です。 

 扶養親族がいない場合の基準額は、施行規則によりまして234万2,000円と定めておりました

が、改正によりまして児童扶養手当法第９条の支給制限額192万円とし、差し引き35万円引き

下げとなるものでございます。 
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 ３点目といたしまして、医療費の期間経過による支給制限につきまして、３ページの第５条

３項に規定されておりますが、起算日につきましては、これまで医療費を支払った日の翌日か

ら起算しておりましたが、レセプトが月締めであることから、支払った日の属する月の翌月の

初日からに改めるものでございます。 

 附則ですが、この条例は平成16年８月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） 本条例に関しまして、町内でどのような状況になるのか、それについ

てご説明いただきたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 氏原課長。 

○保健福祉課長（氏原憲二君） 平成15年度の決算状況で申し上げますと、まず対象者数が81

名ございます。その中で受給を受けている方は31名ということで、決算額は87万8,809円とい

うことで、県補助金はこの２分の１、43万9,404円交付されております。 

 今回の改正によりまして、支給制限にかかる方は、現在のところボーダーライン上の方が１

名いらっしゃいます。この方につきまして、支給制限にひっかかると思います。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） もう１点でありますが、医療費助成でありますが、国保の関係で、本

町ではたしか資格証明が発行されている経過があったかと思いますが、これについてはたしか

その時点で100％の医療費の納付が必要というふうに理解をしておりますが、そうした人たち

の中に、今回のこの条例の関係で、それの対応はどちらが優先をされるんでしょうか。それに

ついて、町はどのように現実的な事務対応をされているのか、それについてお伺いします。 

○議長（伊藤博明君） 氏原課長。 

○保健福祉課長（氏原憲二君） 先ほど申し上げました81名の受給資格者の中に、３名、無資

格ということで対象者がおります。その方につきましては、分納計画等によりまして対応をさ

せていただくということで、これまで実施をしておるところでございます。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑なしと認めます。 
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 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第４号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（伊藤博明君） 挙手多数です。 

 よって、議案第４号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第５号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第８、議案第５号 御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第５号 御宿町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

 本案は、御宿町国民健康保険特別会計の財政安定化に資することを目的とする改正及び地方

税法の改正に伴い、御宿町国民健康保険税条例の一部を改正いたすものです。 

 なお、本案につきましては、６月11日に国保運営協議会においてその議を経ておりますこと

を申し添えます。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明をさせますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） 吉野税務課長。 

○税務課長（吉野健夫君） それでは、私の方から説明をさせていただきます。 

 初めに、国民健康保険税の税率につきましては、平成６年度を頂点にいたしまして、以降の

年度から徐々に引き下げをいたしまして、平成12年度から現在の税率で推移してきております。

保険税を積算する上におきまして、歳入面では現下の経済状況を反映し、所得の低下、並びに

固定資産税が減少する一方、歳出におきましては医療費の高騰等がございまして、現在の税率

を維持するために、ここ数年、毎年、財政調整基金を取り崩し、税率の上昇を抑制してきたと

ころでございます。 

 このため、今年度も歳入の不足分を基金から5,000万を取り崩すとともに、繰越金で予算を

もたせましたが、しかしながら17年度当初予算は、歳入面で仮に16年度と同額程度の予算を積

算した場合、5,000万程度の歳入不足が発生することになります。これを一度に税率改正をす

ることは、加入者の皆様に相当の負担感を与えることになりますために、16年度に前倒しをい
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たしまして税率の改正をお願いいたすものでございます。 

 改正する内容でございますけれども、国民健康保険法に基づき医療費52万を53万に、介護分

を７万から８万に、課税限度額を改正するとともに、積算根拠となります税率を改正いたすも

のでございます。また、これに伴いまして、第11条から以降につきましては、軽減の措置を施

すための改正でございます。 

 次に、附則第３項以降につきましては、ただいま専決事項で説明させていただきましたとお

り、地方税法の改正に伴い整備をお願いいたすものでございます。内容につきましては、長期

譲渡所得、短期譲渡所得にかかわる課税の特例でございます。 

 なお、この税率改正することによりまして、今年度、約2,000万を見込んでおります。また、

改正することによりまして世帯当たりを平均いたしますと、１世帯で約9,700円の増となりま

す。さらに、これを８期で納付していただくわけでございますけれども、１期当たりが約

1,212円の増となるわけでございます。加入者の皆様にはご負担をおかけすることになります

けれども、よろしくお願いをいたします。町といたしましても、保健予防対策として各種検診

事業、また健康づくり事業、さらには人間ドックの活用等を図りまして、医療費の抑制に今後

とも努力してまいるつもりでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） 国保税の値上げということでありますが、先ほどのやつは国の税法の

改正ということで、一概に本町だけの特質ではないわけでありますが、今回のは御宿単独会計

でありますので、御宿独自の判断による改正ということかと私は理解をしています。 

 それで、今、結構細かく説明をいただきましたが、幾つかお聞かせいただきたいのは、１つ

は前回改定したのは何年ごろになるんでしょうか。それから、この３月末での財調ですね。そ

れから、もう一つは繰越金が今年で幾らになっておったのかですね。その辺のところについて、

お聞かせ願いたいと思います。 

 また、今度の改正におきまして、全体的には2,000万円の増ということでありますが、１回

当たり1,212円というお話もありましたが、世帯当たりは平均で幾らぐらいになるんでしょう

か。また、同時に１人当たりは幾らぐらいになるんでしょうか。 

 そして、夷隅郡市の国保税の状況については、どのような状況になっているのかもあわせて

お聞かせ願いたいと思います。 
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 また、現在、大変失業率が高い中で、たしか国保税の加入者も全体的に増えているというお

話がありましたが、具体的にどういう部分でそれが増えているかですね、実態ですね。私が言

ったようなものなのかどうか。そうしますと、税も下がったといいますが、要するに国保とい

うのは、社保の人に比べて全体的に収入が低いというのが実態だろうと思いますし、一番、国

民の最後の部分の国の定める医療保険ということでありますから、やはりこれをきちんと運営

していくということが大事であろうと思いますが、しかし、現在の経済状況の中で、そろばん

が合わないからという中では、なかなか私は先ほども言いましたけれども、理解は難しいとい

うふうに思うんですね。 

 いろいろこれからも、ご理解いただくような対応はとっていくということでありますが、そ

もそも医療費の引き上げにならぬような内容、例えば医薬品につきましても同じような効果の

もので新旧がありますね、古いものであれば同じ効果でも安いと。新薬は非常に高いというお

話もあろうかと思います。本町では加盟団体として国吉病院ですね、これは組合病院ですから、

私立病院までは無理かと思いますけれども、そういうコントロールもきくということでありま

す。そういう中で、健康づくりとあわせまして、そういう問題も含めまして、これから総合的

にそういう施策も同時に行っていく必要があろうかと思いますが、それも含めてお答えをいた

だきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（伊藤博明君） 吉野課長。 

○税務課長（吉野健夫君） まず、１点目でございますけれども、前回の改定ということでご

ざいますけれども、平成12年に改定をさせていただいております。このときには、所得割を

5.95を5.7に引き下げまして、資産割を100分の30を100分の28に引き下げをしているところで

ございます。それ以降、４年間は継続しているということでございます。 

 次に、３月末の財調と繰越金ということでございますけれども、３月末時点におきましては

9,800万がございました。そのうち5,000万を、16年度予算に当初予算で組み入れてございます。

現在は4,800万の残高となります。また、繰越金につきましては、15年度から16年度に繰り越

されるであろう、額はまだ確定はしているわけではございませんけれども、大体2,500万程度

を見込んでいるところでございます。 

 次に、１世帯当たりの額ということでございますけれども、先ほど説明の中で説明をさせて

いただきましたけれども、１世帯当たりが、８で除しますと１期当たり1,212円の増という形

になります。 
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 次に、郡市の状況でございますけれども、郡市の状況下におきましては、私の聞いている限

りにおきましては、郡市の中での１町を除きましてすべて改定をさせていただいているという

ふうに聞いております。中でも税率につきましては、従来どおり御宿町におきましては低位に

入っているというところでございます。 

 次に、加入者の割合ということでございますけれども、加入者の割合につきましては、石井

議員おっしゃるとおりリストラの問題等ございますでしょうし、また法律の改正によりまして

75歳までが国民健康保険にとどまるということもございまして、平成12年度と比較いたします

と416人が増えていると。率にしますと109.6％の増という形になってございます。 

 次に、国吉病院等の新薬等ということでございますけれども、これにつきましては私どもの

所管ではございませんけれども、関係各課と協議いたしまして、連携を図りながら極力医療費

の増にならないようなことで、協議をさせていただくという形にさせていただきます。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） 単独会計の中では、なかなか難しい状況だというのが一方でわかりま

したが、しかし、今度、改めて町長の方にご質問いたしますが、これは確かに単独会計という

ことではございますが、例えばある町などでは水道会計ですね、これなどもなかなか計算が難

しいという中で、先ほども出ましたけれども、一般会計からの繰り出しもして、非常に町民負

担も下げているという自治体が逆にあるわけですね。こうした中で、この４年間を振り返って

みますと、井上町政におかれましては水道料金の値上げに始まって、何か次々と公共料金が上

がっていくのが実態だろうと思うんですけれども、最終的にはきょう提案もされたわけであり

ますけれども、これについて町長といたしまして、例えば一般会計の繰り出しを含めて、そう

いう対応はとれなかったのかなと。それについて、所感をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 今、住民のサービス、またニーズが多様化しておる中ですので、まし

て収納率が県下ワースト１というような、そういうことも勘案しますと、やはりサービスを落

とさないという原則からいけば、多少はやむを得ないんじゃないかな、そういうふうに考えま

して、町民の皆さんの負担をある程度お願いするのもいたし方がないかな、このように考えて

おります。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） なしと認めます。 
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 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第５号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（伊藤博明君） 挙手多数です。 

 よって、議案第５号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第６号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第９、議案第６号 平成16年度御宿町水道事業会計補正予算（第

１号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第６号 平成16年度御宿町水道事業補

正予算（案）第１号について、提案理由を申し上げます。 

 今回、お願いいたします補正予算の収益的収入及び支出予算の支出につきましては、浄水場

管理業務委託費367万7,000円の増額をお願いし、水道事業費の総額を３億100万5,000円とする

ものでございます。 

 なお、本予算につきましては、浄水場の管理業務を365日24時間、民間委託により適正に管

理を行うものであります。 

 詳細につきましては、担当課長より説明をさせますので、よろしくご審議の上ご決定くださ

いますようお願い申し上げます。 

○議長（伊藤博明君） 藤原建設水道課長。 

○建設水道課長（藤原 勇君） それでは、平成16年度御宿町水道事業会計補正予算（案）第

１号をご説明いたします。 

 まず、平成16年度御宿町水道事業会計補正予算（第１号）は次のように定めるものとする。 

 第２条として、平成16年度御宿町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するということで、２ページの事項別明細書

をお願いいたします。 

 款といたしまして、水道事業費用、補正後の予算額が３億100万5,000円、営業費用、補正後

の予算額が２億7,728万円、目といたしまして原水及び浄水費、既決予定額が１億5,308万円、

補正予定額が367万7,000円、補正後の額が１億5,675万7,000円、節といたしまして委託料367
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万7,000円。 

 この内容につきましては、今回補正をお願いする理由といたしましては、浄水場管理業務に

つきましては、既に休日及び夜間管理委託を行っておりますが、浄水場職員につきましては特

殊な業務であり、長年の経験が必要なことから、一旦、浄水場の勤務をした職員は長期化する

状況でした。このような状況から、24時間365日、委託することにより一定のレベルの管理体

制が組まれることから、水道利用者に対しまして、水道水の安定供給を目的として今回お願い

するものです。 

 以上でご説明を終了いたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） １番、石井です。 

 浄水場の１名、昼間も含めて委託をされるという案件でございますが、そうしますとその１

名は、たしか水道は今４名でしたかね、それはどのようになるんでしょうか。それについてお

聞かせ願いたいと思います。 

 それから、昼夜ということになりますが、資格と申しましょうか、確か浄水場は一定の資格

が必要だったかと思いますが、その辺のところについては委託先についても、そういったよう

な資格者を予定されているんでしょうか。現実的な管理、運営体制についてはどうされるのか、

その辺について伺います。 

○議長（伊藤博明君） 藤原課長。 

○建設水道課長（藤原 勇君） 議員がご指摘のように、現在、水道会計の職員は４名の職員

がおります。今、浄水場に１名勤務しております。これにつきましては、今後、人事等の協議

をする必要があろうかと思いますが、仮に１名減になることによって、平成15年度の決算で申

し上げますと約445万7,000円の減額となる予定でございます。また、平成16年度当初予算と比

較しますと約460万強の負担減となる予定です。また、現在の職員体制で仮にこのまま進めて

いく場合、やはりその余剰時間ですか、そういうものにつきましては、今現在、老朽化が激し

い浄水場等の軽微な部分の補修、または修繕を行っていきたいと思います。 

 また、先ほど資格の話がございましたが、今回の補正をお願いいたします予算の中では、水

道技術者を置かなければいけないという、水道法にも記載してありますが、これにつきまして

は委託の中には含まれておりません。ただ、今現在、水道課には２名の水道技術管理者がおり

ますので、それをもとにしまして定期的に浄水場と連絡を図りながら事業を進めていきたいと
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考えております。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） 人事管理は総務課ですか、この案件が通った場合にどのようにされて

いくのかですね。職員の活用と申しましょうか、任用についてお聞かせ願いたいと思います。 

 この間、ある課におきましては、産休、また病休が重なって、大変厳しい中、事業を執行さ

れている課もあるというふうに聞いておりますけれども、それとまた今回、先ほど決定いたし

ましたけれども、法定協ですね、それらに伴う職員の派遣という中で、先ほども総務課長がお

っしゃったとおり、大変厳しい中、運用している中、こういう問題も起きてきているわけです

けれども、全体的な職員の運営状況について今後どのように考えていくのか。そういうことも

きちんとされませんと、今、担当課長、よくわからないような答弁を私は聞きましたが、どう

されていくのか、ひとつお願いします。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 企業会計の職員４名をということで、今回、委託することによっ

て１人の職員、これについては企業会計から普通会計の方に戻していきたいと、このように考

えております。 

 また、先ほどもお話ございましたように、大変人員も削減していきながら、厳しい状況の中

での行政運営を行っているという状況もございます。それぞれ職員の皆さん方にも大変負担を

かけているという状況もございますけれども、そういったことから、そういうところのカバー

もしていきたいと、このように考えます。 

 また、産休等に入っているような職員もおります。それについては、当然、全課体制の中で、

忙しい時期、集中する時期については職員をそれぞれの課から配置しまして、合理的に、効果

的に行っていきたいと、このように考えております。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第６号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（伊藤博明君） 挙手多数です。 

 よって、議案第６号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  
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◎議案第７号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第10、議案第７号 平成16年度御宿町老人保健特別会計補正予算

（案）第１号についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第７号 平成16年度御宿町老人保健特

別会計補正予算（案）第１号についての提案理由を申し上げます。 

 今回、提案いたします補正予算（案）は、補正額1,680万3,000円を追加し、予算総額を歳入

歳出それぞれ11億1,111万4,000円とさせていただくものです。 

 補正内容につきましては、平成15年度老人医療費確定に伴う法定負担率に基づく精算です。 

 よろしくご審議、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をさせます。 

○議長（伊藤博明君） 佐藤住民課長。 

○住民課長（佐藤良雄君） 議案第７号 平成16年度御宿町老人保健特別会計補正予算（案）

第１号をご説明いたします。 

 今回お願いいたします補正予算は、1,680万3,000円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ

11億1,111万4,000円とさせていただくものです。 

 補正内容は、平成15年度老人保健医療費確定に伴い、法定負担率に基づく精算です。 

 ２ページの歳入歳出補正予算事項別明細書からご説明いたします。 

 繰越金1,680万3,000円の増、歳入補正額1,680万3,000円とさせていただくものです。 

 次に、歳出でございますが、３ページをお願いいたします。 

 諸支出金、償還金1,085万3,000円の増、一般会計繰出金595万円の増、これにつきましては、

医療費に対する法定負担率に基づき概算負担金の精算を行うものです。精算先は支払基金及び

国、県、町に返還するものです。歳出補正額1,680万3,000円とさせていただくものです。 

 以上でご説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入りますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑なしと認めます。 

 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第７号に賛成の方は挙手願います。 
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（挙手全員） 

○議長（伊藤博明君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第７号は原案のとおり可決することに決しました。 

 これより午後１時まで休憩いたします。 

（午後１２時１０分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

○議長（伊藤博明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時００分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎議案第８号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第11、議案第８号 平成16年度御宿町一般会計補正予算（第２

号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） ただいま議題となりました議案第８号 平成16年度御宿町一般会計補

正予算（案）第２号について、提案理由を申し上げます。 

 今回、提案いたします補正予算は、歳入歳出とも1,132万3,000円を追加し、補正後の予算総

額を33億6,567万8,000円とするものです。 

 主な内容は、合併協議会への負担金や県補助金の内示による漁協への補助金の追加、また中

学校校舎改築とともに、旧校舎の解体を行うための継続費の変更等です。 

 詳細につきましては、担当課長より説明をさせますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） それでは、私の方から平成16年度の一般会計補正予算（第２号）

についての概要説明をさせていただきたいと思います。 

 補正予算（案）第２号につきましては、歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ1,132万3,000円

を追加いたしまして、補正後の予算総額を33億6,567万8,000円とするものでございます。 

 また、中学校の校舎改修の事業にかかわる継続費につきまして補正を計上させていただいて

おります。 

 継続費につきましては、３ページをごらんいただきたいと思います。 

 改正後の旧校舎の解体について、当該年度に実施することにより国庫補助金の対象とされる
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ということから、17年度の事業費について解体工事費を5,000万円を追加し、17年度の事業費

を６億8,840万円とするとともに、継続費の総額を11億1,400万円とさせていただくものでござ

います。 

 補正の内容につきましては、４ページからの事項別明細書によって説明させていただきます。 

 まず、歳入の予算でございますが、県の支出金、水産業費の県補助金でございます。125万

円、平成15年度に漁協の本所に整備した活魚水槽に、御宿漁港の漁獲物を搬送するということ

で２トントラックを購入したものでございます。県の補助金の内示があったということで、補

助金を計上させていただいてございます。 

 次に、繰入金でございます。これは先ほどの老人保健の特別会計からの繰り入れでございま

す。495万円でございます。 

 繰越金でございます。繰越金は512万3,000円でございます。15年度からの繰越金を充当させ

ていただきまして、収支の均衡を図らせていただいてございます。 

 次に、歳出予算でございます。 

 総務費の財産管理費の委託料でございます。157万3,000円。現時点で売り払いが見込まれる

６件の町有地の測量委託でございます。 

 次に、諸費の報酬21万1,000円でございます。これは先ほど議決いただきました、合併協議

会委員の報酬を計上させていただいてございます。来年の３月までで、１日6,200円の２名分

で、17回分の報酬でございます。 

 次に、総務管理費の諸費の負担金補助及び交付金440万円でございます。これにつきまして

も、夷隅郡合併協議会におけるホームページの開設とか、会議録の作成、また協議会だより等

といった事務委託に係る負担金を計上させていただいてございます。 

 次に、民生費でございます。民生費の児童福祉費の委託料でございます。157万5,000円。こ

れにつきましては、児童手当の改正に伴う児童手当のシステムの改修費用でございます。平成

16年３月議会の補正予算に一たん計上させていただきましたが、その後、厚生労働省より法案

が審議中であるということから修正を先送りすることにいたしましたが、今回、改めて補正予

算に計上させていただいたものでございます。 

 次の農林水産業費の水産業振興費の負担金補助及び交付金175万円でございます。これは先

ほど県の補助金で説明したように、御宿漁港漁獲物を本所の活魚水槽へ搬送する２トントラッ

クの購入についての補助金を計上したものでございます。 

 次に、商工費の月の沙漠記念館費の旅費ということでございますが、これは加藤まさをの挿
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絵につきまして、この作品の発表年月日等の策定が必要ということから、多く加藤まさをの資

料を保有しております藤枝市の博物館に行きまして、調査を行うための旅費を計上させていた

だいてございます。 

 次の教育費の学校建設費の委託料35万円でございます。中学校の共同調理場の建設場所につ

いての地質調査の委託料でございます。 

 次に、文化財保護費の委託料10万円でございます。これは町指定の天然記念物でございます

旧庁舎の前の大蘇鉄でございますが、それの剪定にかかる費用を計上させていただきました。 

 次の視聴覚教育費の負担金補助及び交付金の４万4,000円でございますが、これにつきまし

ては夷隅郡の視聴覚教育センターの負担金を計上させていただいてございます。 

 次に、災害復旧費でございます。復旧費の土木施設災害復旧費の工事請負費130万円でござ

います。これにつきましては、河川災害復旧事業について、河川の水をせきとめるために大型

土のうを使用して施工を予定しておりましたけれども、この時期の河川の水位が、実施設計時

の計画水位よりも高くなるということで、大型土のうでは工事が不可能ということから、工事

を進捗させるために矢板うちに工事費を追加させていただくものでございます。 

 以上、補正予算の内容につきまして説明させていただきました。よろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） これより質疑に入ります。 

 １番、石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） １番、石井です。 

 ３ページの継続費補正で伺いますが、中学校校舎建築事業に関しての補正というようなご説

明であります。5,000万円の追加補正ということでありますが、具体的に、この間も説明を受

けているわけではありますが、前年度、１年間繰り上げというのが実態だろうと思うんですが、

それに対して町負担がこれで変わるんでしょうかね。よくわからないんですが、全体的な細か

い事業費関係がここに、それから財政の内容が書いておりませんのでわからないのですが、そ

れについてはどのようになるのかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 田中教育課長。 

○教育課長（田中とよ子君） この中学校校舎改築事業の継続費の増額補正ですが、当初18年

度に単独の事業として予算措置をすることで町は考えておりました。これにつきまして、補助

対象として２カ年事業の新築工事費に解体費分が含まれるということから、１年前倒しで今回

補正対応させていただくことになりましたが、これについて町負担がどのように変わってくる

のかということですが、現在、この解体分については補助金の加算対象になるということで、
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急遽補正対応させていただいたものですが、加算金につきましてどの程度加算されるのかとい

うことを、再三、県の方には問い合わせしております。しかしながら、昨年度の補助率から比

較しましても、今年度は非常に厳しい状況であるという返事で、この金額の決定につきまして

は８月から９月にかけましての加算対象の調査を得てから金額が決定するということで、この

補助基準額が決定してから町の負担額が当然決まってくると思われます。町が当初考えていま

したのは、5,000万円は単独ということで考えておりましたので、補助金分が町の財源から補

助対象になるというふうに考えています。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） 本年度は厳しい財政状況の中から最終的な決定がなされるものだろう

と推測をいたしますが、昨年度単位の実績ではどうなんでしょうか、その辺のところは調査さ

れたんでしょうか。 

 それから、今、説明のとおりだろうと事実は思いますけれども、解体事業も一体とすること

により補助の対象になり得るという判断のもと、１年前倒しで補正をするということでありま

すが、３月に当初予算の決定を見たばかりでありますよね。確かに当初予算の調整につきまし

ては１月、２月ということなんだろうなというふうには思いますが、しかしこれは基本的な内

容だろうと思うんですね。委員会の方では、この辺の問題につきましても、取り入れる財源の

手当すべてを調査すべきではないかという意見が出ておったというふうに聞いております。 

 そうした中で、当然ながら本町におきましても、大変厳しい財政状況の中から中学校建設に

進んでいくという中で、その辺が私は非常にわかりづらいわけなんですよね。結構なんですよ、

それが例えば現実的には１％とかわからないですけれども、非常に小さい額でわずかかもわか

りませんけれども、それでもやはりお金はお金ですから、当然そうした有効なものを使ってい

くということは当然だろうと思うんですね。 

 しかし、まだ３カ月しかたっていない中で、しかも本町の当面としている最大の事業だと思

うんですね。きょうは冒頭に町長、あいさつの中でも触れられておられましたけれども。そう

したものをやっていく中において、本町の行政、やはりみんなの知恵と力を出して、これどう

やっていくのかというのは大切だろうなと思うんですが、そうしてやってきた中において、繰

り返しますが、なぜこういう補正になるのかと。基本的なことについての補正内容でございま

すけれども、確かに内容的にどうしても変更になって補正になるんだということ、それもちょ

っと私わかりづらいんですけれども、再度その辺について説明願いたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 田中課長。 
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○教育課長（田中とよ子君） この補助金が加算になることを最終確認したのが４月26日です。

２月、３月時点で加算対象となるかどうかの確認はとっていなかったということで、４月26日

に最終的に申請段階で加算対象になるということを確認したことから、今回の補正対応とさせ

ていただいたものです。 

 それと、昨年の基準額の単価ですが、昨年度は㎡あたり14万9,400円ということで基準単価

が示されています。今年度、６月22日に内示通知をいただいております。その中で、今年の内

示額14万4,200円ということで、基準単価は示されたんですが、まだ加算額については調査が

全部済んでからでないと示されないということです。去年の解体工事費分の加算額は、基準単

価で平米当たり１万円だったということです。今年度は、それが５割になるのか７割になるの

かということは、まだ申し上げられませんということで県から聞いております。 

 以上です。 

○議長（伊藤博明君） 石井芳清君。 

○１番（石井芳清君） わかりました。次に移ります。 

 ４ページでありますが、歳入の中で繰越金というのがございますが、これは多分、出納閉鎖

の中で確定した額であるかと思いますが、ここ近年の中で、とにかく３月補正の中できちっと

やるべきことはやってほしいと。要するに、予算を有効に使ってほしいという中で、こういう

繰越金をなるべく少ない額にしてほしいという提案をしてまいりましたが、これについて近年

どうなっていたかということをご紹介をいただければと思います。 

 それから、あわせて６ページでありますが、合併協議会の負担金ということでございますが、

委員報酬については17回分ということでございますね。委員についてでありますが、先ほどの

説明の中で、町長、あと議員ですね、そちらについては今後の協議、多分、従前どおりになる

のかというお話もありましたが、委員の方の選任についてはどのように考えておられるかです

ね。学識経験者ですか、その他必要とみなすものについての選任事項があったかと思いますが、

議決もされたし、ほかの町はわかりませんけれども、全部の町で議決されて設置ということに

なれば、委員の選任ということにもなろうかと思いますが、本町は既に設置が決議されており

ますので、町といたしましてどういう考えでこれに臨むのかですね。この間、青年部の方から

もいろいろな意見書も出てきたという経過もございますし、今ここでそうした考え方が示せる

ようであれば、あわせてお示しをいただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 
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○総務課長（綱島 勝君） 繰り越しということでございますが、繰り越しにつきましては15

年度から16年度に出納閉鎖が終わった時点で約１億1,000万弱の繰り越しが出たと思います。

当然、繰り越しにつきましては、次年度の財政に繰り越していくということで、やはり財政状

況を踏まえながら、繰越金についてはその翌年度に使えるような程度の繰越金は必要でありま

す。それともう一つは、標準財政規模の約３％から５％は繰り越しが適当ではないかというよ

うなことは言われております。そういった中で、当町におきますのは8,000万から１億程度が

その数字に当たるかなというようなことでございます。 

 それと、任意協議会の委員の選任ということでございますが、先ほど法定協議会の中での規

約にもございましたが、７条には議長と協議をして町長が決定をするというようなことの中で

規約で定められております。議会の議長と協議をして、今後、決めていくことになろうかと思

います。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑なしと認めます。 

 これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

 議案第８号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（伊藤博明君） 挙手多数です。 

 よって、議案第８号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎発議第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第12、平成15年11月28日提出、発議第１号 御宿町議会議員式田

善隆の辞職勧告決議案についてを議題といたします。 

 本案は、議会運営委員会に付託してありますので、委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長、松﨑啓二君。 

○２番（松﨑啓二君） ご報告いたします。 

 平成15年11月28日招集の第６回臨時会に提出され、議会運営委員会に付託されました発議第

１号 御宿町議会議員式田善隆君の辞職勧告決議案につきまして審査報告をいたします。 

 去る６月21日、議会運営委員会におきまして慎重に審議いたしました。その結果、提案理由

を妥当なものといたしまして、全員の賛成により、議会運営委員会といたしましては原案のと
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おり決議することと決しましたので、ご報告いたします。 

 以上です。 

○議長（伊藤博明君） ここでお諮りいたします。 

 式田善隆君に発言の機会を与えることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） ３番、式田善隆君に発言の機会を与えます。 

○３番（式田善隆君） ３番、式田でございます。 

 本件につきまして、皆様のご配慮、身にしみて今後の小生の人生に大いに役立てていきたい

と考えております。 

 また、皆様のご意見はよく考えてみたいと思っております。何とぞよろしくお願いを申し上

げます。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤博明君） 地方自治法第117条の規定により、式田善隆君の除斥を求めます。 

（３番 式田善隆君 退場） 

○議長（伊藤博明君） これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 12番、浅野玄航君。 

○１２番（浅野玄航君） 委員会での調査の内容、あるいはこの判断に至った経緯等、そうい

ったものは別に私、本会議でしていただくのが妥当かどうかわかりませんので判断ができませ

んけれども、そちらの方のお話を聞く機会というのはできないものなのでしょうか。いかがで

しょうか。 

○議長（伊藤博明君） 事務局長に説明させます。 

 事務局長。 

○議会事務局長（瀧口和廣君） ただいま浅野議員の質疑の件につきましては、調査委員会と

いうものは任意の調査委員会でありますので、委員長がそれを受けて質疑に答えるということ

であればさせたいと思いますので、松﨑議会運営委員長の答弁であれば差し支えないと思いま

す。 

○議長（伊藤博明君） 浅野玄航君。 

○１２番（浅野玄航君） ということは、要するに議会運営委員会がその判断に至った経緯と

か基準については、議会運営委員長から答えがいただければ、それは結構ですよと、そういう
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ようなことなんでしょうか。 

○議長（伊藤博明君） 事務局長。 

○議会事務局長（瀧口和廣君） そのような解釈でいいです。 

○議長（伊藤博明君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 発議第１号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（伊藤博明君） 起立多数です。 

 よって、発議第１号は可決されました。 

 式田善隆君の復席を許可いたします。 

（３番 式田善隆君 入場） 

○議長（伊藤博明君） ３番、式田善隆君に告知いたします。 

 発議第１号は原案のとおり決議されましたので、告知いたします。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎請願第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（伊藤博明君） 日程第13、請願第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意

見書」採択を求める請願書についてを議題といたします。 

 請願第１号は、会議規則第92条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 異議なしと認めます。 

 よって、請願第１号は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 紹介議員、川城達也君、登壇の上、趣旨説明をお願いいたします。 

 川城達也君。 

（６番 川城達也君 登壇） 

○６番（川城達也君） それでは、議長のお許しをいただきましたので、請願第１号について

ご説明申し上げます。 

 平成16年６月17日。 
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 請願第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択を求める請願書。 

 千葉市中央区中央４－13－10、千葉県教育会館。 

 義務教育費国庫負担制度を守る千葉県連絡会、会長、安藤昭雄。 

 紹介議員、川城達也でございます。 

 御宿町議会議長、伊藤博明殿。 

 請願事項。 

 平成17年度（2005年度）予算編成にあたり「義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見

書」を貴議会において採択していただき、政府及び関係行政官庁あてに意見書をご提出いただ

きたくお願い申し上げます。 

 請願理由。 

 貴議会におかれましては、日ごろより学校教育への深いご理解とご配慮をいただき深く感謝

申し上げます。 

 義務教育は、憲法の要請に基づき、子どもたち一人ひとりが国民として必要な基礎的資質を

培うためのものです。教育の全国水準や機会均等を確保する義務教育の基盤づくりは、国の責

務であり、そのために設けられたのが義務教育費国庫負担制度です。 

 しかしながら、「三位一体」改革の議論のなかで、義務教育費国庫負担制度の見直しが焦点

になっています。政府は、教育の質的論議をぬきに、国の財政事情を理由として、これまで義

務教育国庫負担制度から対象項目をはずし、一般財源化してきました。今年度からは、教職員

の給与費だけが対象項目になってしまいました。さらに、平成18年度（2006年度）までに補助

金を３兆円削減することを検討しています。 

 現在、30人学級などの学級定員規模を縮小する措置が、都道府県単位で行われています。こ

のように、現行制度でも自治体の裁量権は保障されています。しかし、国民に等しく義務教育

を保障するという観点からいえば、財政的に最低保障として下支えしている義務教育費国庫負

担制度は必要不可欠です。この制度が廃止され全額都道府県に税源移譲がされた場合、９都府

県を除いて現状の国庫負担金を下回る金額となることが明らかとなっています。多くの県では

財源が確保できずに、｢40人学級」など現在の教育条件の維持が危惧されます｡このように、義

務教育費国庫負担制度が廃止された場合、義務教育の水準格差が生まれることは必至です。 

 学校の基幹職員である学校事務職員・学校栄養職員を含め、教職員の給与を「義務教育費国

庫負担制度」から適用除外することは、「義務教育費国庫負担法」第一条に明記されている

「教育の機会均等とその水準の維持向上」という目的に反するばかりでなく、財政負担を地方



－４８－ 

自治体に課し､厳しい地方財政をさらに圧迫するものです。また､義務教育の円滑な推進を阻害

するおそれも出てきます。よって、私たちは義務教育費国庫負担制度の堅持を強く要望します。 

 貴議会におかれましても、本請願の趣旨についてご審議いただき、議決の上、政府及び関係

行政官庁あてに意見書を提出していただきたくお願い申し上げます。 

 以上、よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（伊藤博明君） 本請願に質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 質疑なしと認めます。 

 本請願は直ちに採決いたします。 

 請願第１号を採択することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（伊藤博明君） 全員の挙手です。 

 よって、請願第１号は採択することに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎日程の追加について 

○議長（伊藤博明君） お諮りいたします。 

 ただいま、提出者、川城達也君、賛成者、松﨑啓二君、中村俊六郎君、新井 明君、瀧口義

雄君、吉野時二君、式田孝夫君、浅野玄航君、小川 征君、白鳥時忠君から、発議第１号 義

務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書が提出されました。 

 この際、これを日程に追加し、直ちに議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第１号を日程に追加し、直ちに議題とすることに決しました。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎発議第１号の上程、説明、採決 

○議長（伊藤博明君） 発議第１号を配付いたしますので、しばらくお待ちください。 

（意見書配付） 

○議長（伊藤博明君） 川城達也君、登壇の上、説明を願います。 

 川城達也君。 

（６番 川城達也君 登壇） 
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○６番（川城達也君） それでは、発議第１号について説明させていただきます。 

 発議第１号。 

 平成16年６月25日。 

 御宿町議会議長、伊藤博明様。 

 提出者、御宿町議会議員、川城達也。 

 賛成者、御宿町議会議員、松﨑啓二、同、中村俊六郎、同、新井 明、同、瀧口義雄、同、

吉野時二、同、式田孝夫、同、浅野玄航、同、小川 征、同、白鳥時忠。 

 義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書について。 

 上記の議案を別紙のとおり、御宿町議会会議規則第14条の規定により提出します。 

 義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書。 

 義務教育費国庫負担制度は、憲法上の要請として、教育の機会均等とその水準の維持向上を

めざして、子どもたちの経済的、地理的な条件や居住地のいかんにかかわらず無償で義務教育

を受ける機会を保障し、かつ、一定の規模や内容の教育を確保するという国の責務を果たすも

のである。 

 国においては､「三位一体」改革の議論のなかで､義務教育費国庫負担制度の見直しが焦点に

なっている。政府は、教育の質的論議をぬきに､国の財政事情を理由として､これまで義務教育

国庫負担制度から対象項目をはずし､一般財源化し、今年度からは､教職員の給与費だけが対象

項目になってしまった｡さらに､平成18年度までに補助金を３兆円削減することを検討している。 

 義務教育における国と地方の役割等について十分議論がされないまま、地方分権推進の名の

もとに、このような見直しが今後さらに行われると、厳しい地方財政をますます圧迫するばか

りでなく、義務教育の円滑な推進に大きな影響を及ぼすことが憂慮される。また、義務教育費

国庫負担制度が廃止された場合、義務教育の水準格差が生まれることは必至である。 

 よって、国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教育水準の維持

向上と地方財政の安定を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 平成16年６月25日。 

 御宿町議会。 

 内閣総理大臣、小泉純一郎殿、財務大臣、谷垣禎一殿、文部科学大臣、河村建夫殿、総務大

臣、麻生太郎殿。 

 以上でございます。 



－５０－ 

○議長（伊藤博明君） 発議第１号を採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（伊藤博明君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第１号を直ちに採決いたします。 

 発議第１号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（伊藤博明君） 全員の挙手です。 

 よって、発議第１号は原案のとおり可決することに決しました。 

 これより１時50分まで休憩いたします。 

（午後 １時４０分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

○議長（伊藤博明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時５７分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎一般質問 

○議長（伊藤博明君） 日程第14、これから一般質問に入ります。 

 一般質問の制限時間は60分です。質問者も答弁者も簡素にお願いいたします。 

 なお、質問については、会議規則第63条の準用規定により、一般質問も同一の質問について

は３回を超えることができないことになっていますので、ご注意ください。 

 順次発言を許します。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◇ 浅 野 玄 航 君 

○議長（伊藤博明君） 通告順により、12番、浅野玄航君、登壇の上ご質問願います。 

（１２番 浅野玄航君 登壇） 

○１２番（浅野玄航君） 12番、浅野でございます。議長のお許しをいただきましたので、多

少長くなるかもわかりませんけれども、発言をさせていただきます。 

 誠に僣越でございますが、質問に先立ち一言述べさせていただきます。 

 先ほど黙祷をささげさせていただきました、本来であれば当然のごとく本席にお着きのはず

である新藤 研前企画財政課長、ご逝去なさいました。故新藤課長におかれましては、長年に

わたり御宿町の基本施策、財政計画の中心として重要な役割を果たされました。３月定例会で
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は、病の無理を押し、苦しい財源のもとでの予算編成趣旨を熱意をもって説かれました。予算

編成に対しての賛成討論をさせていただいた同じ場で、わずか３カ月後にこのような言葉を述

べようとは残念でなりません。 

 また、闘病生活を送られていた金井英一郎先生の訃報にも接しました。金井先生は、御宿町、

千葉県にとどまらない広い視野と多岐にわたる経験と知識で、特に観光面で御宿町発展にご尽

力いただきました。四半世紀余りに及ぶ本町と長野県野沢温泉村との健全な交流関係の継続は、

金井先生を抜きにして語ることはできません。 

 さらに、つい先日は、本庁舎を初め、町有施設の美化、安全確保に常に親しみのある笑顔で

携わってくださいました竹之内 榮氏が急逝なさいました。 

 それぞれお立場、ご功績は違いますが、故新藤 研企画財政課長、故金井英一郎先生、故竹

之内 榮氏に感謝を申し上げ、改めまして心からご冥福をお祈りさせていただきます。 

 それでは、これより通告に従いまして、順次質問をさせていただきます。 

 私は、かねてから安全・安心のまちづくりへの取り組みを、自分自身の大きな主題として今

日まで議員活動を進めてまいりました。 

 ごみ処理場の改善問題、海岸の美化や危険除去の対策、心身に障害を抱える方々への対応、

中学校建設にかかわる安全対策などについて、予算審議、一般質問、あるいは委員会等で取り

上げ、町政に生かしていただけるようお願いいたしてまいりました。 

 このような流れの継続として、何点かお伺いいたしますので、より一層の安心・安全が確信

できますよう、ご答弁をいただきたいと思います。 

 第１に、町の消防団組織と活動についてでございます。 

 消防団に所属する方々の火災に限ることのない多方面にわたる活動、これらは町民全体の安

心に対する大きな支えとなっております。団員の皆様、多忙にもかかわらず、任務に対する責

任感と奉仕的精神で日々の活動に取り組む姿には頭が下がる思いでございます。 

 そこで、消防活動の現状について伺います。 

 御宿町消防団条例施行規則、これによりますと、本部を含め９団を編成、定数225名となっ

ております。この面での現状がどのようになっておるのか、さらに平時、平日という意味です。

緊急事態発生時に即応できる人員の割合をどの程度と見込んでおられるのか、お伺いいたしま

す。さらに、この現状に対しての町当局の見解をご説明いただければありがたいと思います。 

 お願いいたします。 

○議長（伊藤博明君） 総務課長。 
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○総務課長（綱島 勝君） 最初に、御宿町消防団の現状についてお答えさせていただきたい

と思います。 

 当町に限らず、近年、消防団員の確保は年々厳しい状況にあります。町におきましても、さ

きの定例会で団員定数を245人から225名に改正させていただいたところでございます。今回、

団員確保につきましては、消防団だけではなく、各区長さんにも協力をお願いいたしましたが、

４月１日現在で団員の実数は211名でございます。定数に対しまして、14名の不足となってお

ります。 

 また、緊急事態発生時に即応できる人員の割合をどの程度をということでございますが、緊

急事態ということで一概に、状況によっては違いますが、昨年度、平成15年に発生いたしまし

た火災、４件ございました。消防団の出動状況を見ますと、これは日曜日の午後７時前、それ

と火曜日の午後８時過ぎ、また月曜日の午前10時半ごろ、また火曜日の正午前にそれぞれ火災

が発生しておりますけれども、平均109名の団員が出動しております。消防団実人員が221名で

ございますので、ほぼ50％の出動になるわけでございます。これに消防署と役場消防隊が加わ

るということでございます。 

 また、この現状に対しましての町の考え方ということでございますが、今後においても遠距

離通勤者が増えていることから、また長引く不況等の影響により、消防団活動のための休暇等

がとりにくいというような状況もございます。少子化の進展を考えますと、団員確保は厳しい

状況が続くものと考えられます。今後の対応策といたしましても、現行も行っておりますが、

広報紙による消防団の活動の紹介や、また募集、また団員の定年年数の延長等が考えられます

が、なかなか決め手がないというのが現状でございます。 

 さらに、阪神・淡路大震災のような被害や津波等、同時多発型の災害に対しましては、消防

団の対応能力を超えることが予想されますので、各区に自主防災組織を設置しまして、被害を

最小限に防ぐというようなことも、平成９年から進めているところであります。 

○議長（伊藤博明君） 浅野玄航君。 

○１２番（浅野玄航君） 大変厳しい状況、これからさらにますます厳しくなるのではなかろ

うかと。そういう中で、地区の防災組織、これは非常に大事になってくるなということを私も

実感しております。お正月の出初め式、これを参観いたしますと、消防車の配置、あるいは隊

員の皆様の熟練度、これについては大いに安心ができるのではないかなと思っております。 

 しかし、私、不勉強であり大変申しわけありませんが、町の随所で見かけます消火栓、ある

いはホースの格納庫ですね、これらの配置の状況が、私、全体像としてまだ把握ができており
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ません。町内にそれぞれ何基ぐらい設置されており、その配置状態によって町内全域がカバー

されておるのかどうか。その辺の現状についても、お伺いできればありがたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 消火栓、またホースの格納庫の配置につきましては、現在、消火

栓は町内に177基ございます。また、ホース格納庫は116カ所に設置してございます。消防庁の

示す消防団の基準に基づき、防火水槽、また自然水利を合わせまして、ほぼ水準を満たしてい

ると考えております。最近では、避難場所付近には耐震用の防火水槽を計画的に配置をしてお

ります。 

○１２番（浅野玄航君） 117カ所の消火栓、ホース格納庫116カ所、できればこれ消火栓のそ

ばに全部ホース置き場があればよろしいんでしょうけれども、多分近隣のところで対応ができ

るというような、そのような配置になっておることと思いますけれども、町民の皆様にとって

火災というのは、本当に財産を、人命をなくする大きな要因になるものでございますので、人

員の配置等、あるいは機器の配置等、万全を尽くしていただきたいなと思います。 

 さらに、出火時、あってはならないことですけれども、出火時など素早い対応が必要なとき、

消防団以外の人は、団員のＯＢさんですとかですね、在宅が多い方とか、こういう方たちも何

かの形で協力できればなとか、すれば早くいくのになとか、そういうことを目にすることもご

ざいます。これらの意見、できる範囲で実現できれば、私ももっともだなと思うこともござい

ます。 

 ただし、あくまでも安全で効率的・即応的な援助と、これが整えられていれば、万が一、初

期出動・初期活動に不足が生じた場合、あるいは消火活動を素早く立ち上げる準備などに十分

機能を果たすものではなかろうかなと、そのように私、考えております。 

 ただし、そのためには、危険を伴いますので、先ほどお話ししましたように、ルールに基づ

いたきちんとした組織づくり、防災計画の中に入れ込んでいくとか、そういうようなことです

ね。あるいは器具の定期的な点検や携わってくださる方の研修、あるいはＯＢになられる方で

すから、やや年配の方にも安全で扱いやすい機器の整備と配置、こういうふうなものが必要と

なるのではなかろうかなと、そのように思います。これはまさに行政が主導しなければ実現で

きないことであろうと、そのように私は考えます。資金がかかることでありますので、大変な

ことだと思いますけれども、何かそういう面での工夫ができないものかな。器具の改善、ある

いは配備の方法、増強、そういう面でも安心のまちづくりへ向けての一歩ができないものかな

と、そのように思っておる次第ですけれども、その辺についていかがでしょうか。 
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○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 緊急時におきましての人員不足が生じた場合の対応というような

ことですが、火災につきましては、議員のご指摘のように初期消火が重要であります。実際と

いたしまして、遠距離通勤というような方が増えている現状におきましては、消防団だけでは

なく、また消防団のＯＢを含めた地域の協力体制を整備していくことが必要ではないかという

ふうに考えております。 

 また、火災発生時においては、付近の住民の方々による消火器や、またバケツ等による初期

消火は大変重要でありまして、自主防災組織設置時の訓練等でも皆さん方に実践していただい

てございます。しかし、ご承知のように火災現場におきましては大変危険であります。厳しい

訓練を行っております消防団員でも、消火作業中にけがをする場合もございます。消防車が到

着した場合は、消防署員、また消防団に引き継ぎ、指示に従っていくということは当然のこと

であります。町では消防署ができる以前から、日中における初期消火という活動の中で、役場

職員によります役場消防隊を組織してございますが、多くの場合、サイレンと同時に集合して

現場に向かう役場消防隊よりも、また地元の分団の方が早く現場に到着しているというような

状況も現状でございます。 

 また、御宿町の消防団以外の協力に対するルールにのっとった組織づくり、また定期的な点

検、研修計画は、年配者の方に、また安心で使いやすい器具を配備できないかというようなご

質問でございますが、先ほどご説明を申し上げましたように、行政区ごとに規約に基づいた自

主防災組織を設置しており、また消火器の取り扱いや救急法、また災害時に使用しますトラン

シーバー等の機材を使用いたしました訓練を、点検またあわせて定期的に行っていくことが必

要だと思います。また、本年度につきましては、９月５日に町内で８番目となります実谷の自

主防災組織が結成される予定でおります。初期消火を初めとする訓練を実施するとともに、既

に実施済みの新町区においても今回訓練を実施していただく予定でございます。 

 なお、町内の消火栓付近には、また赤いボックスがあり、消防ホース３本、また口先、消火

栓のふたをあける道具を収納してございます。しかし、消火栓からの消火活動についても最低

３名以上が必要となり、また水圧のかげん等、取り扱いに十分な注意が必要です。訓練時には、

この点についても十分に注意するように重ねて説明もしております。また、使いやすい備品の

ハンドパイプにつきましては、各消防車には配置してありますが、不特定の住民の方が使用す

る場合は大変危険が伴うということで、原則、本来ですと消防団が利用する水利としての目的

で設置してあります。しかし、初期消火の重要性を考えた場合には、今後、家屋の密集してい
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る場所等を調査しながら、また検討をしていきたいと、このように考えております。 

○１２番（浅野玄航君） これまで消防関係について、私、伺ってまいりましたけれども、ぜ

ひお願いしたい、幾つかにまとめさせていただくと、今、最後にお話しいただいた機器類の改

善、配備、当然安全を第一に考えて、そしてやっていかなければならないわけですけれども、

そちらの方も含める。それと、団の編成についても、やはりある程度考えなければならない時

期に来ているのではないかなということも感じております。さらに、日々使われております防

災無線、あちらの連絡系統ですとか、その辺のところが私、この防災関係では一番大事になる

ところではなかろうかなと思います。ただいま総務課長からご答弁いただいたこと、非常にわ

かりやすくきれいなんですけれども、今、私がお願いしましたことを中心にいたしまして、ぜ

ひ改善に向けての研究をしていただきたいと、このようにお願いいたしたいと思います。 

 さて、近年、突発的な事故、報道等でよく聞きますけれども、その折に管理責任、防犯責任、

あるいはもっと広げていきますと生産者責任だとか、そういうようなところで争われるケース

が多々ございます。だからというわけではありませんが、御宿町も町の管理下にある施設、先

ほどの消防関係も含めまして、設備、これら多数抱えております。もう拾い上げたら切りがな

いというほどだと思いますけれども、これらは当然安全管理には十分な目が配られていること

と思いますが、この機会に、これら町の管理下にある施設設備等が、どのような体制で安全確

保されているのか、この点について確認させていただきます。 

 町有財産にかかわることですので、総務課、あるいは企画財政課が総括し、個々には担当課

が管理すると、そのような仕組みになっておることだろうと思いますけれども、不特定多数の

町民、その他の方が利用する施設が、役場庁舎を初めどれぐらいあるのだろうか。また、これ

らは安全点検をどういうふうになされているのか、不備が発見された場合はどんな改善体制が

とられているのだろうか。 

 例えば、私の経験でいきますと、公立学校の場合は規則で定められた方式によって、各教室、

施設、備品、安全点検が定期的に行われ補修されております。これ、私、承知しておりますの

で、学校以外の設備、施設、これらについて幾つか例を挙げてお話いただければなと、そのよ

うに思います。なお、安全点検上の書類と申しますか、安全点検簿ですね、そのようなものな

どもあれば、ご紹介いただければありがたいと、そのように思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 町が管理すべき施設の数というようなことでございますが、まず

地方自治法の244条に基づきまして、町民の福祉を増進する目的をもって住民の利用に供する
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ために設ける、いわゆる公の施設、これにつきましては本当に数え上げれば切りがないほどた

くさんあります。そういう中で、道路、橋梁、公営住宅、浄水場、それと廃棄物処理施設、保

育所、小中学校、また役場庁舎、児童館、集会施設、また公民館、体育館、野球場、プール、

農林道、漁港、消防施設等、多岐にわたっております。管理につきましては、基本的にはそれ

ぞれの担当課が行っておりますが、各施設の整備の安全点検ということでございますが、日ご

ろの施設管理担当者の安全点検、台風等、災害発生時の事後安全点検、また法令に基づき実施

いたします施設の設備、スプリンクラー、常備非常の誘導灯、それと充電施設、エレベーター

等の安全点検につきましては定期的に実施しております。 

 また、例えば総務課の係で申し上げますと、ご質問にありました消火栓につきましては、消

防団の試運転時や消防署の定期点検により安全点検を行っております。また、消防車両の点検

につきましても同様でございます。防犯灯等につきましても、各区の要望により設置するとと

もに、故障や球切れは通報いただきまして、早急に修繕に努めているという状況でございます。 

 庁舎につきましては、庁舎の職員の服務規程に基づきまして、取締責任者を定めてございま

す。そして、安全な管理をいたしているところでございます。そのほか、機械器具点検につき

ましても、毎日点検をしておりまして、点検簿によって報告を受けているという状況でござい

ます。 

○１２番（浅野玄航君） 最後に、庁舎の機械関係を事例ということで出していただいたんで

はないかと思いますけれども、やはり私、定期点検というのが一番大事だと思うんです。いろ

いろな設備、施設、知らないうちに傷んでくると。気がついたときには、後手に回っていたと

いうケースがよくございます。ぜひこの定期点検という面に目を配って、これからも気を引き

締めてやっていっていただければなと思います。今、総務課長から庁舎の件が出ましたけれど

も、どうでしょう、ほかの課長さん、私のところはこういう施設を抱えていて、こういうよう

な点検体制があるよというのをご紹介いただける方がいれば、ひとつお願いできればと思いま

す。役場抜きです、学校側の事実といいましょうか。 

 それでは、お願いします。 

○教育課長（田中とよ子君） 教育課で体育施設関係を管理しておりますので、その関係につ

いて申し上げます。海洋センター、体育館、プール、パークゴルフ場、それらにつきましては

法定の点検のほかに、職員が毎朝、施設等は巡回しております。それにつきましては、管理日

誌へ記帳しまして管理をしております。事故等についての対応につきましては、今年度、高齢

者の利用が海洋センターで多くなってきています。そういった関係から事故防止のための救急
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法の講習会ですか、そういったものを事業の中に取り込んでいって、そういった事故等の対応

に早期に対応できるような態勢をとりたいということで、今年度７月２日に新規事業として取

り入れることになっています。管理点検もそうなんですが、そのほかに利用者に対してもそう

いう形で協力していただきたいと考えます｡ 

○１２番（浅野玄航君） できれば、教育課以外のところでお願いしたいなと思っていたんで

すけれども。実を申しますと、私、今おっしゃってくださった施設なんかについての例を、こ

れから話していこうかなと思っていたものですから。では、このまま先へ進ませていただきま

す。 

 いろいろなものがございます。中にはトラブルを起こしたり、けがしたり、事故が起きたり

ということもあると思いますけれども、過去にこういうのは、多分軽微なものを含めれば結構

あるんじゃないかなと思います。それらの状況はどのようだったのか、どんな対応、処理がさ

れたのかと、これも一つ事例を出していただければなと思いますので、今お話を先にいただい

てしまいましたけれども、特に町営プール、御宿台運動施設、Ｂ＆Ｇ海洋センター、これは運

動施設であります。やはり活動中の事故ということ、ないのが一番ですけれども、想定して管

理していかなければならないということになりますけれども、私、設置条例や管理規則をばっ

と見てみたんですけれども、そういう場合の対応については、当然のことながらその中には書

いてありませんけれども、今、点検しているという話がありましたので、これ今、聞いてもあ

れですけれども。最初の部分ですね、どうでしょうか、近年そういう施設を含めまして事故と

かあった、これはもう隠すものじゃないと思いますので、それがきれいに対応ができていれば

よろしいわけですから、そういう面についてご紹介をできればいただければと思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 最近の事故ということで、公共施設におきましての事故というよ

うなことでは、例を挙げますと、児童館で、ブランコで遊んでいた児童が、児童との接触によ

ってけがをしたというような例がございます。また、多目的広場におきまして、散歩中にラン

ニングバーンと土との境に埋設されていた角材につまずいてしまって歯を折ってしまったとい

うような例もございます。また、道路の側溝のすき間に足が挟まってけがをしてしまったとい

うような例がございました。それぞれ過失割合に応じまして、町が加入しております総合賠償

保険の中で対応をさせていただいてございます。そういうことから、今のところ大きなトラブ

ルが発生しているということはございませんが、施設の安全管理には十分注意を払っていかな

ければならないと認識しております。 
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○１２番（浅野玄航君） それでは、この件につきましては、この程度で先へ進ませていただ

こうと思うんですけれども、今、総務課長からお話がありましたけれども、やはり万が一のこ

とに対応できる、これはやはりあってはなりませんけれども、保険での対応というのは非常に

大事な部分になると思います。スポーツ施設に限らず、何らかの形の保険で対応ができるもの

につきましては、お金がかかることですけれども、やはり保険対応ということを考えて万全の

準備をしていただきたいと、そのように要望いたしまして、この件については終わらせていた

だきます。 

 続きまして、御宿町の今後のあり方と井上町長の町政への取り組みについて、こちらの方で

幾つか触れさせていただきます。 

 本年３月以降、夷隅郡５町の首長、正副議長による合併推進協議会で、合併にかかわる基本

的な事項が協議されておりました。協議内容につきましては、必ずしもすべて正確とは言いが

たい新聞報道等によって知られ、その後、議員協議会等でも説明をいただきました。つい先日

は、法定協議会設置に先立ち、本町では10カ所にも及ぶ住民説明会も開催されました。説明会

については、他町に例を見ないきめ細かさ、住民の皆様にご理解をいただく機会を少しでも多

く設営したいといった姿勢、これまでの経緯があるとはいえ、多くの方々に深く伝わったこと

であろうと思います。町民の一人として、関係者のその労に感謝をあらわしたいと思います。 

 私が説明会に参加させていただいた限りにおきましては、５町での合併の必要性の理解は深

まり、また広がりつつあるのではなかろうかなと、そのように感じました。住民の皆様の多く

は、法定協議会のあり方とよりよい合併の模索、これに真剣に取り組んでほしいという方向に

目が向いていると、そのように感じております。本定例会におきまして、多数の町民の皆様の

意に沿う形と思われる法定協議会の設置が承認されました。 

 そこで、先ほどの石井議員の質問と重複する部分があるかとも思いますが、改めて伺わせて

いただきます。他町での議会承認がまだまだ残されてはおります。法定合併協議会に臨む前段

としての、これまでの推進協議会での協議に関する井上町長の所感、これを伺いたい。また、

先ほど資料として手元にいただきました。目を通させていただきましたが、住民説明会を通じ

ての総括、さらに今後５町の法定協議会に臨むはずの井上町長が、御宿町の住民の代表、また

行政の責任者として、他の委員各位とともに新市建設に当たり主張を反映させていこうとする

指針、方向性、こういったものについてお話いただきたいと、そのように存じます。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 先ほど石井議員の質問にもお答えしましたので、ある程度重複するか
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と思いますけれども、今回の夷隅郡の合併推進協議会におきまして、事前には皆さん方といろ

いろ協議をして臨むということでありまして、御宿町の主張は主張として、私は主張ができた

のではないかなと、そんなふうに認識しております。今、議員が言われましたように、18日か

ら20日までの３日間で10会場を回らせていただきました。それぞれの会場では、今言われまし

たように、先ほどの冒頭のあいさつでも申し上げましたとおり、二、三の人は合併しなくても

やっていけるのではないか、そのような意見もありましたけれども、大方としては５町での合

併を推進してくださいと、そういう意見が多くありました。 

 また、この間の協議会でも申し上げたと思いますけれども、昨年暮れの忘年会、また今年の

新年会等、各区に呼ばれまして、その席で私もきめ細かく皆さん方の意見を伺ったところであ

りますけれども、今言ったように、おおむね５町での合併についてがいいのではないかと、そ

ういうことを言われておりました。住民説明会、10会場で213名という町民の皆さんではござ

いましたけれども、その中で貴重な意見、要望をたくさんいただきました。議事録に残してあ

りますので、その辺も踏まえて、また事前に議員の皆様方と協議をして、これからの法定の合

併協議会に臨みたいと思っております。 

 先ほど決議をいただきました。また、予算も通していただきましたので、これからの法定合

併協議会には、皆様と事前に本当に協議をして、御宿町の主張すべきところは主張する、御宿

町の将来を左右する協議会でありますので、その点は議員の皆さんと連携をして、しっかりと

した御宿町の態度を表明していきたいと、このように考えております。 

○１２番（浅野玄航君） 私も、この問題につきましては、さまざまな分野にいって、大変興

味もありますし、私見もございます。それにつきましては、今後の勉強会等で住民の皆様のお

考えをお聞きした一議員として、あるいは一町民として、町内で許された場で議論に参加させ

ていただきたいと、そのように思っております。 

 さて、推進協議会で示されたスケジュールによりますと、本年12月、協定書調印、来年１月

議会の議決。その後、約１カ年が合併準備期間と、こういった一連の流れとなっております。

必ずしもスケジュールどおりにいくとは私も考えておりませんが、それにしましても本年末か

ら来年当初にかけてが、この問題、御宿町の数十年の行く末を左右する大切な時期に当たりま

す。 

 ところで、つい先日、御宿町選挙管理委員会、こちらの方の報告ということで、どなたにと

って大安吉日になるかは、私は知りません。神のみぞ知るというところではございますが、12

月12日、大安吉日が任期満了による御宿町の町長選挙投票日と、こういう発表がなされました。
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それを踏まえて、あえて私、言わせていただければ、これまで拝聴いたしました井上町長の御

宿町の将来に対するお考え、ご決意、これらはすべて町政の継続性を前提とした上での判断で

なければ無責任のそしりを免れません。 

 そこで、御宿町にとって重大な意味を持つ時期の町長任期満了、改選、この事態に当たりま

して、井上町長はご自身の去就を含めどのようなお考えでおられるのか。僣越とは思いますが、

明確なご答弁をいただきたい。そのように存じます。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 今、浅野議員の御宿町にとって重大な時期に町長の任期満了に伴う去

就についてというお尋ねでございますが、議員の皆様を初め、町民各位の絶大なるご協力をい

ただき、21世紀の幕あけと同時に、この３年６カ月、行政の責任者として全力を挙げてまちづ

くりに取り組んでまいりました。バブル経済の破綻後、一向に景気の回復の兆しが見えず、少

子高齢化を迎え、国や県同様、町の財政も大変厳しい状況下での行財政運営が余儀なくされて

おりますが、行政も地域経営という企業的な視点に立ち、徹底した行政改革を実行し、就任以

来、３名の職員の削減、用務員制度を廃止し、役場職員による宿直や事務室の清掃の復活、町

長交際費も60％を削減するなどして、経常経費約１億5,000万円の抑制に努めてまいりました。

また、町長交際費や町長公務日誌をインターネットで公開し、透明な行政運営に心がけ、職員

に対しても勤務評定を行うとともに、まちづくりの提案制度や行政評価制度を導入し、改めて

住民の期待度や緊急度など、評価、検証し、投資効果の抜本的な見直しを行うこととし、公約

したように、あったらいいなの予算配分ではなく、なければならないものを最優先してまいり

ました。その結果、ごみ処理施設改修事業につきましては、地元のご理解をいただき、ダイオ

キシン基準値を大幅に下回る施設改修ができ、ごみの減量化に対する一般家庭への補助金の創

設など、生活環境整備を行うことができました。 

 また、高齢者人口比率の高い当町におきましては、お年寄りや障害のある方々が安心して暮

らせるまちづくりを目指して、職員からなるバリアフリー計画策定委員会組織を立ち上げ、町

内全域の状況を調査し、それをもとに整備計画を策定し、さらには障害者計画、今年度は子育

て支援計画を策定し、順次整備を進めているとともに、介護保険制度とあわせて24時間体制の

在宅介護支援センター、委託業務や生きがい対策支援事業など、すべての人に優しいまちづく

りを基本理念に事業を展開してきました。御宿駅の跨線橋屋根の設置につきましても、ＪＲ、

町、企業との応分の負担で完成することができ、駐輪場の整備も完成しました。また、例年の

懸案でありました都市計画の策定や、国道から岩和田に抜ける0109号線の完成も見ることがで
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きました。 

 産業振興面では、地域の自然を生かした観光産業を柱に、さらなる交流人口の増加につなげ

るため、アクアラインの海ホタルで実施した丸ごと御宿フェアといった、町の魅力を積極的に

ＰＲするなど、効果的なイベントも行ってきました。 

 御宿中学校建設事業につきましては、耐震調査を行い、危険校舎と認定され、建設委員会等

で協議して国の認可を受け、本年度に継続費により予算認定をいただきました。本年度、校舎

の着工の運びとなり、今後、共同調理場や体育館、柔剣道の建設を実施しなければなりません。 

 また、市町村合併は、御宿町の将来を左右する大変重要な問題です。本日、行政の責任者と

して５町での合併協議を行うために法定協議会の設置についての議案を提案し、決議をいただ

きました。合併協議が御宿町にとって有意義なものとなり、現在の行政水準を低下させないた

めにも、話し合いの場や情報の提供に努め、御宿町の進む方向を見きわめなければならない責

任の重大さを痛感しているところであります。 

 こうした責任を果たすことが、私に課せられた使命であると強く自覚している日々でござい

ます。今後とも御宿町が希望にあふれる未来へ躍進するよう、議会を初め、町民の皆様のご協

力をいただき、職員と一丸となって全力を尽くして、今後も行政を担っていく所存であります

ので、ご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

○１２番（浅野玄航君） 大変懇切丁寧な町政の自己評価をいただきました。ありがとうござ

いました。お伺いいたしました。 

 つまるところいかがなんでしょうか。平成17年度に向けても、継続して町政を担っていく強

い意思の表明と理解してよろしいんでしょうか。いかがなんでしょうか。単刀直入に伺います。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 皆さん方の協力をいただいて、ぜひ担当させていただきたいと思いま

す。 

○１２番（浅野玄航君） ありがとうございました。最後の一言だけを、私、前のときに聞き

たかったなと思って質問させていただいて、３年半の自己評価で、町政評価で多分終わってし

まったんじゃないかと。井上町長の町政継続への意欲として承りました。 

 以上で質問を閉じさせていただきます。 

 ありがとうございました。（拍手） 

○議長（伊藤博明君） ご苦労さまでした。 

 これより３時まで休憩いたします。 
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（午後 ２時４３分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

○議長（伊藤博明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時００分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◇ 石 井 芳 清 君 

○議長（伊藤博明君） １番、石井芳清君の通告書の中にある「御商観第６号」の文書を配付

いたします。 

 １番、石井芳清君、登壇の上ご質問願います。 

（１番 石井芳清君 登壇） 

○１番（石井芳清君） １番、石井です。 

 それでは、通告に従いまして質問を始めさせていただきたいと思います。 

 さて、通告いたしました１番目は、町長の政治姿勢についてお伺いをいたしますが、合併問

題、先ほど本定例会に提案をされましたので、幾つかはその中でいたしましたので省かせてい

ただきたいというふうに思います。 

 さて、その合併問題でございますが、先ほど私、何点か申し上げましたが、事実上、このス

ケジュールの中では、懸案事項についてはすべて先送りされるのではないかという懸念が非常

に強いというお話を申し上げさせていただきました。町長も申し上げておりましたが、合併問

題はこれからのまちづくりの50年、100年の大計でございます。そうした中におきまして、最

終的には議会で決するものということになっているわけではありますが、しかしそうした中に

おきましても今のような状態で言えば、非常に不十分な内容の中での審議が予想もされておる

わけであります。また、そうならない上におきましても、今、各地におきましても住民投票条

例を設置して、住民の意思を仰ぎ、そして住民の判断のもとの中に、これからのまちづくりを

決していくというところが大変多うございますし、本町でもぜひそういうものの準備が必要だ

というふうに思いますが、まずそれについての見解をお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 今、住民投票についてというお伺いですけれども、本日、法定協議会

設置の議決をいただきました。残る４町で議決をされれば、法定協議会が設置されます。今後

も議会とよく協議し、協議会に臨みますが、議員の皆様は選挙により住民の代表として選ばれ、

町の議決機関である議会の権限を有しておりますので、現在、私からは議員の言われる住民投
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票条例を提案する状況にはありません。しかし、今後の法定協議会の協議が進展する中で、議

会が判断が困難で、住民の皆様に意見集約をお願いすることもやむを得ない場合には、議員に

も発案権がありますし、場合によっては議会と協議することになろうかと考えております。 

○１番（石井芳清君） わかりました。 

 町長も今年の年頭の所感の中で、町民の皆様との対話による開かれた行政を目指すというふ

うに述べられておりますし、先ほどの所信の、また他議員の質問からも同様な答弁をされてお

りました。今の町長の言葉を尊重いたしまして、議会としてもこれからも住民の声を聞く、そ

うした立場での議会運営も必要かと思います。きょうは行政との関係でございますので、議員

各位の中で今後検討いただければというふうに、これは議長の方に進言させていただきたいと

いうふうに思います。 

 それでは、ちょっと細かいことなんですけれども、先ほど幾つか合併の問題についてお話が

ありましたが、幾つかちょっとこの中で再度質問をさせていただきたいというふうに思いま 

す。 

 １つ、先ほどの最後の私の答弁の中で、行政の効率化というようなお話がありました。質問

回数はもう既に規定数を超えておりますので、再質問は差し控えさせていただきましたが、そ

の中で１つ、職員数の問題が出ておりましたが、この間の、少なくともこの合併協議が始まっ

てからの関係自治体における16年度までの職員の採用数ですね、どのように把握されておられ

るのか。その辺の内容について、先ほど課長から効果について説明があったわけでありますか

ら、当然その辺のところも調査済みというふうに思いますし、その上でのご発言だというふう

に私は解しておりますので、それについての説明をいただきたいというふうに思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 先ほどの職員数の採用計画と定員管理というような面から、１市

５町のときの内容の中でお話をさせていただいたわけでございますが、今現在、職員数のその

間の採用については、ほかの町の採用については把握はしてございません。まだ定年が何人と

かいう中で採用を、１市５町のときの打ち合わせの中では、５年間程度は２分の１、またそれ

以降、年間は３分の２というような内容の中で、やめる人に対して採用を控えていくというよ

うな内容の中で試算をさせていただいたものでございます。 

○１番（石井芳清君） それは、新市の中での調整方向だろうというふうに思うわけでありま

すが、それまでの中は、各自治体がそれぞれの立場によって、また定員問題につきましても、

条例に定めた中で採用されているかと思うんですが、しかし大事なのは、そうした職員は当然
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ながら、合併ということになれば新市にそのまま引き継がれるというふうに思うんですね。 

 そういう意味におきましても、先ほど幾つか私、申し上げさせていただきましたが、本町に

議会の中でもさまざまな意見があるという中では、しかも総務課長の方からは、その面につい

ても決意を持って財政効率についてやっていると。採用条件だとか、いろいろな問題につきま

してやっているという中ならばわかるわけでありますけれども、積極的に合併の方向性を示し

ている、そういう自治体において、そういう採用条件があるならば、私はこれは先ほども言い

ましたけれども、言っていることが少し違うんじゃないかなと思うんですね。これは大変大事

な話でありますし、今後のことでありますので、ぜひその資料を本議会にきちんと公開をして

いただきたいと。今後の検討課題の一つとしてということでありますけれども、それについて

いかがでしょうか。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 他町の採用状況ということでございますから、当然採用を公募し

ているには、公に当然募集もしている状況でございます。また、新たに採用した人は、役場の

中でも給与実態調査等においてもわかるわけですから、そういう状況の中では、また各町の年

度の採用者というのは調べたいと、このように思います。 

○１番（石井芳清君） では、その資料を、ぜひ議会の方にも提供をいただきたいと思います。 

 それから、合併協議会、本町は可決をされた中でありますけれども、今後の協議の進め方で

すけれども、それは具体的には先ほど17回という話がありましたが、どのように行われるんで

しょうか。 

 また、それにつきましても、これまでどおり御宿町内におきましては議員と議会で勉強会を

行いたいというようなご発言もありましたし、私の方からもぜひそういう場を設けて、精査し

ていきながら進めていきたいというふうに思うわけでありますが、これまでにつきましても、

例えば会議については公開、また会議録についても公開という形で進められてきたわけであり

ますが、聞くところによると月２回というようなお話もあるようでありますけれども、その場

合でも次回にまたがらない中で、当然、私は会議録が公開されなければ、その意味はないとい

うふうに思うわけであります。また、事前提案制も含めまして、その辺につきましてもやはり

きちんと示された中で次に臨むということが大事だろうと思いますが、その辺について現在の

ところどのように調整されているのか、また予定なのか、わかればその辺のところもお聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 
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○総務課長（綱島 勝君） これは任意協議会の中でのお話で、詰めてきたというスケジュー

ルでございます。７月ですね。ただ、もしそれぞれの各市町村で議決がいただければ法定協議

会を設置していくと。その間、11月いっぱいぐらいまでに基本項目、またそれぞれの事務項目、

事務調整、これは56項目程度の事務調整がございます。そういったことを協議していただくこ

とになるわけでございますが、今、議員おっしゃるように、月に２回のペースでやっていきた

いというような状況でございます。 

 また、今後の進め方といたしましては、先ほども町長のお話からもございましたように、当

然のことながら議会、また役場庁舎内の連絡調整会議、そういったところでも十分協議をし、

また事前協議の内容については事前提案を原則としているように、法定協議会の中で今後取り

決めていただければというふうにも思っておりますし、また会議録の公開につきましても、当

然会議録は公開、また会議も公開をしていくというようなことの公開の原則にのっとって進め

る法定協議会ですから、進められていくというふうに認識をしております。 

○１番（石井芳清君） わかりました。 

 では、最後にこの合併問題について伺いますが、今回、町長は５町という判断の中で進めて

きたわけでありますが、それ以外について、行政システムとして、また枠組みを含めて、町長

はこれ以外のことは考えられなかったのか。また、それについて、この場でありますので、今、

合併協議会が本町では決まったという中ですが、それについての考えをお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 私は、かねがね１市５町が究極の目的であると、そのように考えてお

ります。図らずも勝浦市が抜けたということでありますけれども、私は郡内の首長としては、

いち早く１市５町でやるべきと。そういう意のもとに、これからも、とりあえずは５町でいき

ますけれども、究極的には１市５町、１郡１市がいいんじゃないかと、そのように考えている

ことは間違いありません。 

○１番（石井芳清君） 町長のお考えですので、拝聴してこの問題を終わりにさせていただき

たいと思います。 

 では、次に移りたいと思います。 

 次に、観光行政についてでありますが、まず最初、観光協会についてお伺いをしたいと思い

ます。 

 この間、つい最近、観光協会総会が開かれたというふうに聞いておりますが、聞くところに
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よりますと、協会役員の多くが、総会を待たずして辞職願が出されたというふうに聞いており

ます。これが観光協会の通常の総会として普通のパターンなのでしょうか。私はよくわかりま

せんが、町はこのことについてどのように考えているのか。観光協会のこの間の経過の報告で

すね。 

 それから、観光の町、御宿町、私は教育、福祉も大変大事であるとは思いますが、観光にお

いても大変大事であるというふうに認識しているわけであります。そうした中におきまして、

その観光を担っております観光協会、私は大変大事な団体であるというふうにも認識しており

ます。この間の議論の経過の中では、独立化という方向性の中で作業が続いてきているのかと

いうふうに思うわけでありますが、それらついてまずお聞かせ願いたいというふうに思います。 

○議長（伊藤博明君） 米本商工観光課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 総会を前に、数名の役員が辞表を提出したということは聞い

ております。辞表提出の理由については、本人の判断と解釈をしています。また、経過につい

ては、５月16日開催の観光協会理事会終了以降に提出されたと私は伺っております。 

 また、観光協会が担うべき役割と行政の責任についてということですけれども、御宿町の観

光行政において、海水浴場の管理運営と各種イベントの開催だけではなく、御宿町観光産業の

方向を見出す中核的な団体として認識しております。町は、今後も観光協会とともに観光産業

の振興に努めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○１番（石井芳清君） 先ほどお話をお聞きいたしましたが、総会前に辞表が提出されるとい

うのは、観光協会では通常の事務作業なんですか。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 私の知り得る限りでは、そういうことはなかったと思います。 

○１番（石井芳清君） 任意団体ということでもありますけれども、この間、観光協会につき

ましてはさまざまな問題、それは当事者の中の問題、また第三者的な問題等あったわけであり

ますが、そうしますと今、最後に課長がおっしゃいました、私の考え方と同じではありますが、

これから本当に御宿町の観光、特に今、町長が合併も含めて行政方向を検討している中におき

ましては、やはり今後ますますこれからの目的、要するに独立してみずからこの観光を担って

いくということは大変大事な目標、しかもそういう中におきましては時間的にも猶予はないと

いうふうに思うわけですね。そういう形でいくことが、私は非常に今、求められているという

ふうに思うんですね。しかも、いろいろな経済状況の中で、観光についても大変いろいろな問

題が起きております。そうした中で、本当に会員が力を一つにしてやっていくということが大
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変大事だろうと思うわけでありますが、今回に限らず、これまでも任期を待たずして途中で出

席なさらない会員が出てきたり、やめられる会員が出てきたりというのが実態であったかとい

うふうに思うわけでありますが、そういう中で本当に御宿町の基幹産業の一つとして、またそ

の担い手として、観光協会はこれから必要だというふうに思うわけでありますが、それらにつ

いて、こうした今日の現時点の中で、今に至った中で、これからの方向性としてもう少し具体

的な考えというのがあろうかと思いますが、それについてお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 先ほども申しましたとおり、観光産業の中核的な位置にある

と認識しておりますので、今後、力を合わせながら観光の振興に邁進していきたいと思います。 

○１番（石井芳清君） 独立するような動きもあったわけですけれども、そうした指導も当時、

一時あったかと思うんですけれども、そうしたものについては今回は目指さないんでしょうか。

どうなんですか、その辺、具体的に。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） この数年間、独立に向けてそういう努力をしてきたというこ

とですけれども、私自身もそういう方向と事務的にも独立していくというのが一番好ましいの

ではないかなというふうには思っています。 

○１番（石井芳清君） 思うだけということで、わかりました。 

 では、次に移りたいと思います。 

 今、お配りをされたようでありますが、「御商観第６号」について伺います。 

 まず、この文書を発行した経過と、その意味するところについて、議員の方はただいま配付

されたようでもございますし、簡単なご説明をいただきたいというふうに思います。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） それでは、経過を簡単にということですので、お話をしたい

と思います。 

 まず、平成15年５月に開催されました観光協会理事会ですが、海の家の移転協議の申し立て

があったということです。その後、中央、浜組合の当観光協会会長を含めて協議、観光協会理

事会等の協議が数回行われたという経過でございました。 

 その後、平成16年４月13日の理事会にて、理事会の意向として町条例の御宿町海水浴場等に

関する条例第８条に、最終決定機関者である町に裁定を委ねるというような理事会の議決があ

ったわけでございます。その後、観光協会長名にて町長あてに上申書が提出されました。町は
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これを受けて数回の会議を行いましたけれども、会議内容については平行線のままで進展なし

というようなことでございました。 

 その後、協議してから１年を経過しておりますということと、この話を現場へ差し戻して、

双方協議は進展が望めないというような判断をいたしました。そして、町の意見を観光協会長

に提出したわけでございます。 

 この意味するところということでございますけれども、双方の協議、観光協会理事会での内

容、協会長名での上申書等を考えて１年以上もあり、双方が相入れない状態であるということ

で、法的な見地と現場状況を考察したわけでございます。 

 現場状況につきましては、浜海岸の漁港寄りは前浜が狭く、これは時期にもよると思います

が二十七、八メートルです。護岸に当たる返し波が、次の波と交錯し、変則的な波が発生して

いるということです。過去に被害の発生もあり、危険性がある。近年の高波の被害の発生によ

り、後背地の住民から堤防のかさ上げの要望があった。そして、平成15年の事業として被害防

止のための１メートルのかさ上げ工事を実施している。また、浜海岸地域は漁港区域というこ

とで管理者は町であります。申請は自己責任といえども、必要最低限の被害防止は考慮するべ

きという考えのもとに、中央売店の経営状況への影響を最小限にとどめるため、また既存売店

の組合員であり、御宿海岸での総数が変わらないことなどから１軒の移転を考えたものです。 

○１番（石井芳清君） それでは、その中で幾つか、今ご説明があった中で具体的にお聞きい

たしますが、まず考察についてですが、考察アとイというふうにございますね。今、３軒より

２軒の方が危険が少ないというようなご説明がありましたが、それでは浜海岸の売店の設置可

能な面積は具体的にどのように、海水浴場設置に基づくのは、たしか町だというふうに理解し

ておりますので、具体的にどのようになるのかお示しをいただきたいというふうに思います。 

 また、その考察のイでありますけれども、過去に数度の台風の被害も確認というようなお話

も今していただきました。また、かさ上げ堤防のお話もいただきましたが、それでは中央、岩

和田の被害の状況ですね。これについてはどのように把握しているのかお答えいただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 浜海岸の売店の設置可能な面積ということでございますけれ

ども、久兵衛川という川がございます。そこから、港寄りに約40メートル、奥行きについては

二十二、三メートル、面積については約628平方メートルぐらいが妥当な面積ではないかとい

うことでございます。 
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 また、浜、中央、岩和田での被害の状況ということですけれども、浜海岸については前に少

し触れましたけれども、最近では平成12年７月の台風３号ですか、売店の中まで波が浸入しま

して冷蔵庫、その他機械を後ろの道路に移転したということもございます。また、夏以外では、

平成８年９月に発生の台風17号ですけれども、その後背地の道路及び民家が一部浸水する被害

が発生し、これは波返しをする前の道路ですと、約、ひざの高さぐらいまで波が越えたという

ことを聞いております。また、岩和田海岸等については、過去に一番大きなものというふうな

認識については、平成12年ごろ、基礎部分の砂が流されて、砂を補充したということもござい

ました。また、中央海岸については、清水川の氾濫等により売店近くまで砂浜が侵食されたと

いうことも伺っております。 

○１番（石井芳清君） まず、アですけれども、その面積というのはちょっとよくわかりませ

んが、たしか設置基準で営業面積が申請のときに示されるというふうに思うんですけれども、

それは今のご説明では何軒程度が営業できる面積だというふうになるわけですか。 

 それから、イの方ですけれども、台風の被害の関係でありますけれども、今のご説明ですと、

どの場所においても同じような被害が出ているというふうに聞こえるわけでありますが、この

間、岩和田が道路からよく見えるわけでありますけれども、毎年１回、大波には基礎までさら

われて大変な事態になっているというのはよく見えるわけであります。基本的には、この中に

書かれておりますけれども、海水浴場、海浜でありますから、自己責任というふうな形で、当

然それは承知の上で開設をされているというふうに思うわけでありますが、それについて２点、

再度お伺いをしたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 浜海岸区域については、２軒という考えでおります。 

 それと、どのような場所でも同じではないかと、被害について。確かに風の方向とか、そう

いうものについて、漁港が、被害を受けたということもございますが、後ろ側の道路を越える

ような状況というのは、今までそんなに例がなかった。漁港に近く横波が出てましたので、そ

ういう観点で重視したわけでございます。 

○１番（石井芳清君） 浜の方が被害が大きいという話ですが、それは別に２店であろうが３

店であろうが同じだというふうに思うんですね。そういうふうに判断したということですので、

わかりました。 

 この海水浴場でありますけれども、最近、県が条例を整備したというふうに聞いております。

また、御宿は、例えば海水浴場等に関する条例というのは、平成２年からつくられているとい
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うふうに思うわけでありますし、勝浦市におきましても、勝浦売店組合規約というのがつくら

れているというような話も聞いております。また、きれいな海浜環境を守る条例というのもた

しかあったというふうに思うわけでありますが、こうしたものをつくる、要するに何が言いた

いかといいますと、県に先駆けて私ども御宿町はそうした条例を整備して海水浴場をやってき

たわけでありますけれども、なぜそういうものがつくられたのかということですね。これまで

一言で言えば、養ってきた財産ですね、特に大事なものと考えている点は何なのか。そして、

今後の方向性として町はどのように考えているのか、それについてお聞かせ願いたいというふ

うに思います。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 確かに、平成２年に御宿町海水浴場に関する条例というもの

が設置されております。またそれ以前に、昭和55年ころから、観光協会による御宿町海岸売店

設置基準というものが設置されております。この売店設置基準というものは、御宿町が観光協

会に海水浴場の管理運営を昔から委託しているということで、観光協会で定める売店を経営し

ようとする者への基準でございます。それを補完するために、平成２年に町は条例を制定いた

しまして、売店設置基準を遵守したものでなければ、申請を受けることでは申達いたしません

というような言い方をしているわけでございます。その辺の言い方については、ご理解をいた

だきたいというふうに私は考えております。 

 また、これまで培ってきた財産、特に大事なものということですけれども、第一には、議員

もおわかりと思いますが、白い砂浜、それと海水浴場の管理運営体制というものだと私は考え

ております。特に海水浴客に一番のご迷惑をかけるのは水難事故、そういうふうに私は解釈し

ております。また、近年、聞くところによりますと６年以上というお話がありますが、無事故

を継続しているということで、第一にはこれが一番の財産というふうに私は考えます。 

 今後の方向性につきましては、海水浴客に喜ばれるように関係者と協力し、より一層の安全

で快適な海水浴場を目指していきたいと考えます。 

○１番（石井芳清君） 最後に言った言葉なんですけれども、それはどう具体的にはやられる

んですか。安全で快適で海水浴客に喜ばれる海水浴場ですね、町としてどのように具体的にや

っていかれるんですか。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） まず、海岸の環境でございます。また、きれいな砂浜、そう

いうもの、それと先ほども申しましたように、海水浴客に対する監視体制の整備ですね。それ
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と、もう一つは、お客様に接する人たちの接遇、そういうものを含めまして海水浴場の管理運

営とご理解をいただきたいと思います。 

○１番（石井芳清君） 町だけが努力しても、それは努力してはいけないということではない

んですけれども、だれと努力、だれと協力してそういう効果を出していくということなんです

か。その辺がよくわからないんですけれども。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） 町はもちろんですけれども、観光協会、また海水浴場ですと

海岸売店の設置の人たち、特に海岸売店の建設者の方たちには、海岸に関する法令等、指針ま

で含めますと13から14の法令がございます。そういうものをしっかりと遵守していただいてや

っていただくのが、一番いいのではないかと考えております。 

○１番（石井芳清君） ちょっと回数もあれでしょうけれども、先ほど出された中で一番最後

の方に、今後、一本化も含めて具体的に検討していくというお話されているじゃないですか。

その中で、例えば海水浴などでは対策協議会ですか、こういういろいろな方ですね、多分これ

は行政も入るだろうし、警察関係者だとか、たくさんの方が入られるんだろうと。ちょっと細

かい話まではわかりませんが、そのように拝察するわけでありますけれども、やはりそうした

ものもきちんと整備していきながら、今、課長がおっしゃったそういう町の観光を進めていく

必要があるんじゃないかなと思うんですね。せっかくこういうふうに書いてあるわけなんです

けれども、それについては書いただけで、全くそういうつもりはないということなんですか。

それを最後に、この問題について。 

○議長（伊藤博明君） 米本課長。 

○商工観光課長（米本清司君） この売店の一本化ということがございます。これは私どもの

希望ということを大前提として、話をさせていただきたいと思います。去年、売店の申請関係

の指針、法令等が整備されました。その中で、同業者による組合を設立した場合は、その組合

単位で県が占用申請を受け付けるというようなものがございます。御宿町としましても、でき

れば売店業者の人たちが一本化していただいて、そういう中で規約総則なるものをしっかりと

築き上げていただいて、今後の対応に当たっていただきたいというのが、これが私の希望でご

ざいます。 

 また、今回、５町の合併、これは直接は関係ないと思いますが、基本的には権利関係になり

ますと余り細かいことはちょっと控えさせていただきますけれども、そういうことにつきまし

ても、同業者の人たちがしっかりしたものをつくり上げて、対応していっていただきたいとい
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うふうに考えます。 

○１番（石井芳清君） ちょっとよくわからないんですけれども、基本的には県の指導方向に

沿えるような関係をつくりたいということだろうと思うんですね。本当に家族連れが安心して

来れるような、そうした夏の環境をどうつくるかというのは、私は本当にこれから御宿町とっ

て一番の課題だろうと思うんですね。そうした課題に向けてどういう施策がとられるのかと、

町として指導ができるのかということが大事だろうと思うんですよ。ですから、やはり町はそ

のポイントにきちんと立って、やはりこれからの御宿町の観光をこうしていくんだと、海水浴

場をこうしていくんだというやはりビジョンを示すべきだと思うんですね。 

 私、この間、江ノ島をちょっと見ましたけれども、それは皆さん既に勉強はされているとい

うふうに思いますけれども、非常に統一されたものの中でやっているという状況があります。

別に御宿町にそれを入れろというわけではありませんけれども、今後のそうした海水浴場をど

うやっていくのかということが、それは当事者同士の話し合いも大事でしょうけれども、町と

してもそういうものの方向性というものはやはりきちんと持った中で、さらにこの御宿町をよ

くしていく、先ほど私が申し上げましたが、家族連れでも安心して本当に楽しく過ごせる、そ

うした環境を一刻も早くつくってほしいと思うんです。 

 正直申しまして、御宿町の夏の夜の状況は、ちょっと私さえもなかなか安心して歩ける状況

ではないというのは、これは承知されると思うんですね。そういう人たちがどうこうというわ

けではありませんけれども、やはり本当に夜でも昼でも安心して来てもらえる環境というのを

どうつくっていくかということは、私は本当に切実な課題だろうと思いますので、ぜひその辺

きちんと念頭に置いていただいて、これからの観光行政を進めていただきたいというふうに希

望を申し上げさせていただきまして、この問題を終えます。 

 次に移ります。 

 御宿中学校の建設について伺いますが、実施設計について伺います。 

 この間、いろいろ建設委員会なども傍聴させていただきました。２月25日の委員会で、たし

かその中に説明者として設計業者も入っておったかと思いますが、その中のたしか最後の承認

事項は、これはそのときに配られた資料でございますが、この資料のとおりで、細かいところ

は事務局の方にゆだねていただきますけれども、大枠はこれでいきますよということで、たし

か説明を終えたと思います。設計業者もその中にいて、私は傍聴していましたけれども、それ

について全く何の異議もなかったというふうに思います。それで、たしか３月１日に我々議会

に対して、全員協議会でこの設計についての説明があったというふうに思います。そのときの
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資料は、同じものだったというふうに思います。我々はその説明をもとに、最終的な本年度当

初予算について審議をした経過がございます。 

 ところが、さっき触れられましたけれども、その後の委員会の中で、そのときと違う図面の

ものが提案をされてきました。それについて、どうしてこのようになったのかですね、まずそ

れについてのご説明をいただきたいと。最終的には若干の修正がされて、最終的には６月17日

ですか、全員協議会でそれが報告されたと思うんですが、そのときの図面と２月25日の図面は

全く違います。３月１日でも結構なんですね。違うんですが、一言で言って屋根の数が減って

いるわけですね。これについては、この間、委員会の中でも町長みずから、やはり雨水の問題

等あった中で、こういう切り妻だとか含めた、そうした屋根構造というものを希望していると

いう話もされておったわけでございます。そうした中で、それを減じた理由について説明を求

めたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 田中教育課長。 

○教育課長（田中とよ子君） 中学校校舎改築工事につきましては、平成９年から教育施設検

討委員会、教育長の諮問機関として検討、協議をしていただき、答申をいただいたその後に、

平成11年４月から教育施設建設委員会を発足いたしまして現在に至っているわけですが、この

工事につきまして町が基本設計、実施設計の入札をするに当たりまして、基本方針としまして、

機能的で経済的、また維持管理にすぐれた質の高い施設を建設するということで、設計条件を

掲げた中で設計の委託をしてきました。その実施設計に当たりましては、費用対効果等を踏ま

えた中で、諮問機関であります教育施設建設委員会、また学校関係者等の意見を取り入れ、何

度かの修正をした結果、現在に至っております。 

 確かに屋根構造につきましても、３月の全員協議会で説明したときと比べますと、屋根の形

状が一部変更された部分がございます。その理由といたしましては、建設委員会におきまして

もご説明させていただきましたが、屋根の形状の一部、具体的に申し上げますとフラット部分

につきましても、一応、メンテナンスのためにフラット部分が必要ということから確保いたし

ました。いろいろそのときの説明の中で協議はいたしましたが、最終的に建設委員会におきま

してご了解をいただいたということで、ご了承いただきたいと思います。 

 また、そのほかにも変更部分がございまして、それにつきましては先日の全員協議会の席上

でご説明させていただきましたが、そういった経緯を踏まえて、今年度に入りまして２回、建

設委員会でご協議いただきまして、６月７日に最終的に決定させていただいたということで、

ご理解をいただきたいと思います。 
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○１番（石井芳清君） よくわからないんですけれども、そもそも契約なんですよね。今、一

番最初に課長がおっしゃられた内容で契約した話ですね。私、先ほど言いましたけれども、２

月25日の中で、詳細は別ですよ、細かい話は別ですけれども、大枠については当事者も含めて

合意している話なんですよ。それで、本年度になって初めて開かれた中で、たしか3,000万円

足らないようなお話をされていましたですよね。どういうことなんですかね。それはだれの責

任なんですか。その額で契約されていて、２月25日も当事者はそれで納得されているんですよ。

皆さん合意で、だれもあのとき異議なかったじゃないですか。そういう経過ですよね。それは

間違いないですね、２月25日はね。なぜ予算も終わった中で、第１回の建設委員会で3,000万

足らないからといって計画変更になるんですか。それは、だれの責任なんですか。そこは、や

はり明らかにしなくてはいけないと思うんですね。町執行部なんですか、建設委員会なんです

か。それを、私はお聞きしているんです。 

 それから、あわせて次のスケジュールなんですけれども、このスケジュールについても、ち

ょっとあわせて答弁いただきたいんですけれども。 

○議長（伊藤博明君） 教育課長。 

○教育課長（田中とよ子君） スケジュールにつきましてですが、確かに３月中に共同調理場

につきまして、途中経過の中で、当初、校舎の中に調理場を設置ということで進めておりまし

たが、途中から共同調理場を別棟にするような方向転換をすることになりました。そういった

関係で、設計が遅れたという経緯はございます。そういった関係で、スケジュールにつきまし

ても遅れているということで考えておりますが、今後の工事等につきましては、入札で１カ月

ほどスケジュールがずれ込んでおりますが、工期については守られるということで現在考えて

おります。スケジュールについては以上です。工期等については、17年度に解体まで含めて工

事が終わるだろうというふうに現在は考えております。 

○１番（石井芳清君） 責任についてはいかがなんですか。どこに責任があるんですか。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 設計につきましては、当初やはりこれは建設検討委員会、また建

設委員会等の意見を踏まえ、また学校の意見等も聞いて設計業者に委託をしているというよう

な状況でございます。当然、施工者は町でございますので、設計屋さんの方にもそれなりに町

の予算の範囲の中で設計をお願いしているわけです。その中で、設計屋さんが、結局そのまま

では予算が不足するというようなことを言われてきた。それについては、町といたしましては、

その設計の予算の範囲の中で設計をお願いするということで、多少の中の設計の変更が出てき
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たようでございますが、やはりこれは町が設計業者に対して、町の意向をして、こうして設計

してくださいと、協議の中でやられていることであって、設計業者については町の意向を受け

て、その範囲の中で設計することだと思います。 

○１番（石井芳清君） まあわかりました。ということは、あくまでも契約に基づいていると

いうことの中で、また２月25日の建設委員会も、当事者を含めて合意をされているという中で、

町、また建設委員会について非はないということを理解してよろしいですか。 

 そうしますと、私もそのとおりだと思うんですね。それが事実の経過でありますからね。そ

れについて、なぜこういう事態になってしまったのかということなんですね。それは、その後、

協議された内容も我々は聞いてはいますけれども。この問題について、今はっきりしたわけで

すから、私はそういうものについてきちんとペナルティーを科すべきだと思うんですね。それ

で、スケジュールの話も、今、出ましたが、この間の話におきましても、入札、契約について

は７月から８月程度と。要するに、この間の説明の中でも、８月に仮囲いができる程度なのか

なというような説明もいただきました。これまで生徒の皆さんになるべく負担をかけさせない

ということで、夏休みの休暇中に基本的な仕事は終えると、私もそういうふうにあってほしい

なと。何でこうなってしまったんですか。まず、設計に対するペナルティーですね。これはあ

ると思うんですね、今、きちんと責任が明確になったわけでありますから。それについて、ど

うなっているのかですね。 

 それから、これから契約に入るわけでありますけれども、スケジュールがおくれてしまった

ことについて、私は大変重大な問題だと思うんですよ。だって２月25日、我々は３月１日です

けれども、そのときに示された中で合意していれば、別にこんなにおくれなかったんじゃない

ですか。それは確かに国、県との補助金等の関係はありますけれども、これはまた別の話です。

それにつきましても、結局、最終的な設計が固まらなかったからということもあるんじゃない

ですか。そういう面におきましては、大変重大な問題が発生したということなんですよね。こ

れについて、私はきっちりと町として業者に言い渡すべきだと思うんですね。事実上、生徒に

対しても、町民に対しても大変迷惑がかかっているわけですから。この辺についてはどういう

ふうに、町長どうですか、一大事業ですからね。 

○議長（伊藤博明君） 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 町としては、誤りはないというふうに考えておりまして、設計屋さん

の方へ、あくまでもこの金額で基本設計、実施設計をお願いするということでありましたけれ

ども、先ほど課長から言われましたように共同調理場が出たと。そういう経緯もありまして、
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一部おくれたということはそのとおりでありますが、今後それにつきまして、私は業者にはそ

れなりのペナルティーを科してもいいと、そういうふうに考えておりますし、工事のおくれの

ないように、これからはきちんと管理、監督をしていきたいと、そのように考えております。 

○１番（石井芳清君） わかりました。その具体的内容は、ここで触れるべき問題でありませ

んが、今、町長から表明されたとおり、きちんとやっていただきたいと思います。 

 それでは、その契約についてでありますが、何度も申しますが、本当に町の一大事業であり

ます。20億円近いお金をかける事業でもありますし、これについても今、具体的にはさまざま

なうわさも飛び交っているのが事実だろうというふうに思います。私もいろいろな話を聞いて

います。それはただの話ではありますが、しかし、またそういう中、新聞でもほかの自治体で

はいろいろな報道がされているのも周知の事実だろうというふうに思います。 

 これまでも、御宿町はさまざまな手だてを尽くして、公明、公正、町長におかれましては、

後指をさされたくないよというようなお話も過去にあったかと思います。そうした形で契約事

務を執行してきたというふうに思うわけでありますが、今後、こうした契約に対して町として

どういう姿勢で臨むのか、それについてお聞かせ願いたいというふうに思います。 

○議長（伊藤博明君） 田中課長。 

○教育課長（田中とよ子君） 現在、入札事務の作業を進めているところですが、担当者レベ

ルで現在事務の作業を進めております。この後、庁舎内の内部での調整会議を始めまして、先

ほど議員さんからのお話ありましたが、既に町では入札に関しまして整備しております諸規定

がございます。そういったものを踏まえた中で、公正、公明な執行をして、契約、早期着工に

向けての事務を進めていきたいというふうに考えております。 

○１番（石井芳清君） 建設委員会の方は、９月というようなお話、この間あったと思います

が、その間の契約事務でありますし、そういう面におきましては、今後、議会と相談をして進

めていただくような、そういうような判断はございませんか。 

○議長（伊藤博明君） 田中課長。 

○教育課長（田中とよ子君） 先ほど申し上げましたように、諸規定等、その中でルールにの

っとった中での整備を進めていきますし、必要に応じて報告をしていく段階では、議会の方に

ご報告をしていきたいというふうに考えております。 

○１番（石井芳清君） 所管の委員会もございますし、ぜひそういう面では相談していきなが

ら、公正、公平な事務をしていっていただきたいと思いますし、何よりも町民の財産、お金を

使うわけでありますから、むだのない、そういう契約を進めていっていただきたいというふう
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に思います。 

 最後に伺いますが、ではそうした中で、何度もほかの議員からも提案をされているかと思い

ますが、地元業者の仕事の発注について、これはどのように考えておられるのか。これまでも、

例えばこの庁舎の発注につきましても、たしか２期に分かれて発注が行われたというふうに思

います。少なくとも、例えばこの駐車場でありますとか、そういうところなどについては、十

分地元でもできるんだろうなというふうに、素人目に見ても思うわけであります。しかも、大

変大きな額でありますし、そうしたものについて今後どういう対応をとっていかれるのか、具

体的に詰まってまいりましたので、最終的な町の現時点でのお考えをお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○議長（伊藤博明君） 田中課長。 

○教育課長（田中とよ子君） 地元業者への仕事の発注ということですが、これにつきまして

は契約の際、建設工事請負契約書の約款ですか、そういったものの中にいろいろ決まり事があ

りますので、その中で可能な範囲で対応できるものについては企業に要請をした中で、地元業

者がなるべく仕事ができるような体制をとっていきたいというふうに考えています。 

○１番（石井芳清君） なかなか難しい答弁をされましたけれども、具体的には、今後、例え

ば給食センター、これは別扱いの工事になろうかと思いますし、そういう面ではさまざまな部

分でそういう可能性は、私はあると思うんですね。こういうご時世ですし、昨今、きょうの議

会もさまざまな値上げ議案が提案をされまして可決をされております。そういう面では、町民

の負担が増えてくるわけであります。ですから、こういうものにぜひ、御宿町も前例がないか

らということではなくて、ほかの自治体ではたくさんやっている例がございます。そういう面

では、ぜひそういうものを積極的に検討していただいて、そういう面でも町民のいろいろな力

を活用していっていただいて、ぜひみんなでつくり上げた御宿中学校なんだと、これからの御

宿町を担う子供たちを私たちつくっているんだと、そういう形をぜひつくり上げていただくこ

とを最後に申し上げさせていただきまして、一般質問を終わりにさせていただきます。（拍

手） 

○議長（伊藤博明君） ご苦労さまでした。 

 これより４時10分まで休憩します。 

（午後 ３時５５分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

○議長（伊藤博明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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（午後 ４時１０分） 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◇ 川 城 達 也 君 

○議長（伊藤博明君） それでは、６番、川城達也君、登壇の上ご質問願います。 

（６番 川城達也君 登壇） 

○６番（川城達也君） ６番、川城でございます。 

 それでは、伊藤議長のご許可をいただきましたので、通告書に基づきまして一般質問をさせ

ていただきます。 

 本日、我が御宿町議会におきましても、夷隅郡５町の法定合併協議会設置の議決がなされま

した。いずれ、この５町によって新しい新市建設のための、それを必ずしも100％前提にした

わけではありませんが、法定合併協議会が立ち上げられることでありましょう。ここにいらっ

しゃる皆様方全員が既にご存知のことでありますが、今のこの我が国の置かれた状況、経済情

勢、あるいは少子高齢化、長引く不況、企業の国際活動の非常なる活発化と、それと表裏をな

すかのごとく疲弊していく日本の地域経済、さまざまな要因が絡み合って、そして今般、日本

の各地で市町村合併という問題が立ち上がってきたわけであります。 

 具体的にさまざまなことを申し上げますれば、恐らく切りがないと思います。そこで、本日

は、それまで日本の各地において半世紀に及ぼうかというそれぞれの歴史を担った自治体が、

お互いに手を結び合って、そしてお互いに一つの市となり、財布も統合し、そしてアイデンテ

ィティーも統合できるかと、そういう非常に難しい難事業を前にして、一体どういったものが

具体的に障害となるのか。その中で、とりわけ新市の本庁の位置をめぐる問題と、そして新市

の名称、この２点に関して若干質問させていただくと同時に、私の所見を述べさせていただき

たいと思います。 

 まず、新市の本庁の位置。インターネットで、さまざまな地域の合併協議会のホームページ

に行ってみますと、どこでも大体、新市の本庁の位置というのはもめる原因の一つとなってお

ります。夷隅郡の地勢を見ますれば、これは勝浦市を加えた場合ですけれども、比較的楕円形、

縦に長く延びた地勢、あるいは非常に複雑な地勢というのではなく、割かし中心地というのが

どこか、算出しやすい地勢学的条件を持っていると思いますが、中には非常に複雑な地形、複

雑な形をしているがゆえに、住民の利便性というものが一体何と論じた際にも、全く異なる見

解と全く異なる価値観とが衝突して議論がかみ合わない、そういう地域も間々あるようであり

ます。比較的、夷隅郡市、あるいは夷隅郡５町に関しては、本庁の位置を決めやすい条件があ
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るのではないかと、私個人は思っているわけですが、それにもかかわらず、やはり御宿町を初

めとして大原町、大多喜町、そして夷隅、岬、それぞれの自治体の思いがあるわけであります。 

 そして、この議論に出てくる住民の利便性、これに関してもさまざまな解釈とさまざまな切

り口があるということでございます。もし、庁舎のシステム、庁舎の運用に関して本庁方式と

いうものを採用した場合には、これは合併効果、行政システムの効率化に関しては非常に大き

な効果が見込めるわけでありますが、よく言われるように中心と周辺の問題が激しく立ち上が

ってまいります。そういう場合には、本庁の場所をどこに置くか、どこに置くことが新市の住

民の利便性に最大限利することになるのか、この議論は非常に重要な問題であります。庁舎の

システムを分庁方式、あるいは総合庁舎方式、これを採用した場合には、行政システムのあり

方は比較的現状、あるいは現状の延長線上にあるものとみなすことができるやもしれません。

その場合、住民の利便性、この概念の重要性というものは、本庁方式を採用したケースに比べ

幾分薄まるかと思います。いずれにいたしましても、我が夷隅郡市においても、住民の利便性、

その他をめぐってさまざまな駆け引きがあるんだと思っております。 

 そこで、改めてここでお伺いしたいと思います。任意合併協議会において、今般、夷隅市の

事務所の位置、これを大原町役場とする、そういう暫定案が出されましたが、もしその議論に

おいて何がしかの根拠、住民の利便性、あるいはその他の価値に基づく根拠が明確に示された

のであれば、そのあたりのことをお伺いしたいと思います。 

○議長（伊藤博明君） 綱島総務課長。 

○総務課長（綱島 勝君） それでは、私の方から、今回、任意協議会の中で、本庁の位置と

いう、事務所の位置についてということで、住民の利便性というようなことで、ご説明させて

いただきたいと思います。 

 事務所の位置につきましては、地方自治法では、位置を定めるに当たりましては、住民の利

用に最も便利であると。そして、交通の事情、ほかの官公署庁との関係等について、適当な考

慮を払わなければならないものというような規定がございます。そこで、住民の利便性につき

ましては、まず安全性、住民が安心して利用できる、また老人、また障害者においても不自由

なく利用でき、また災害時には防災の拠点となり得るようなことと。それと、また駐車場。自

動車での来庁が、今、この時代はほとんどというようなことで、現在におきましても、これは

駐車場のスペースが大変必要になってくるということから、そういうところを確保できるよう

なこと。それと、行政として、ほかの官公署との連携が容易に図られる、また住民にとっても

ほかの官公署の利用に支障がないというようなこと。それから、鉄道路線、路線バス等の公共
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交通機関が不便でないこと。また、新市の均衡ある発展について配慮する。本庁にするための

現庁舎の改修等を、なるべくコストをかけずに行えるというようなことが考えられています。 

○６番（川城達也君） ありがとうございます。私の所見を少々述べさせていただくならば、

本庁方式を採用しない場合には、実は住民の利便性というのは、決定的な、最終的な判断の要

件にはならないんじゃないかと、そういう感じを持っているわけであります。住民の利便性以

外、例えば歴史、あるいは文化だとか、あるいはそれまでその自治体がいかなる自治体経営を

なしてきたか、現在の自治体の経営状況、あるいは新市を建設していく上で新しいビジョンを

つくってもらえる、そのビジョンを代表するような、そういう地域であるかどうか。 

 恐らく、住民の利便性以外にも、さまざまな考慮すべきファクターというのがあるんだと私

は思っています。もし仮に、ある特定の切り口に限定された利便性、ただそれだけのことによ

って、ほかのありとあらゆる考慮すべき判断要因、これが捨てられて、半ば数の論理によって

本庁舎の位置が決められるようなことがもし仮にあったとしたら、私はこれはゆゆしき事態だ

と思っています。最終的にこの自治体の合併というのは、本当に利害と利害のすり合わせ、利

害と利害の調整、これに始まって、これに終わるわけですから、どこかで決断する必要があり

ます。最終的には、どこかで決めるほかありません。大原になるのか、大多喜になるのか、あ

るいは我が御宿町になるのか、どこになるかわかりませんけれども、ただそこに至る議論、こ

れは全面的であっていただきたい。そして、その経過というものも、我々議員だけでなくて、

恐らく合併問題に関心を持つすべての住民に周知されなければならないこと。そして、少なく

とも過半数、できれば７割程度の人が、まあ落ちつくべきところに落ちついたなと、ではこれ

で新市の建設に入ろうじゃないかと、そう思えるような場所と経緯が必要であると思っており

ます。 

 これはあくまでも私自身の個人的な考えにすぎませんが、私は５町合併の法定協議会立ち上

げの議決に当然起立いたしました。しかしながら、その一方で、我が地域における合併が果た

して本当に勝浦市抜きでいいのかと、これは自分自身の中で結論が出ない状況であります。合

併問題に初めて取り組んだときに、私個人のことを申し上げるならば、いかにしたら我が町の

利益が保障されるか。ほかのものを分捕ることはなくても、いかにしたら御宿町の財産、ある

いは人材、あるいは理念、あるいは価値が保全されるのかと。分捕ることはなくても、我々が

守るべきものは守らなきゃいけない。その視点に基づいて考えてまいりました。そして、恐ら

く他町もそうでありましょう。我々がそうであれば、５町、あるいは１市５町の自治体関係者

の皆さんも同じように考えたはずであります。 
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 しかしながら、合併協議会が発足すると、そういう状況に至った今、やはり譲るべきところ

をいかに譲るか、どこまで妥協できるか。自分の出身自治体の利益をいかに図るかではなくて、

新しい新市をいかに建設するかという視点に立って、一体何を守るべきで、何はあきらめるべ

きなのか。その仕分けと、その仕分けをするための価値観と申しましょうか、そういったもの

を新たにしっかりとつくるべき段階に入っているなと思います。 

 一つの考え方ですが、例えば勝浦市、これを入れてですね、行政の中心は勝浦、しかしなが

らまちづくりの中心は大原、そして文化と伝統、そういったものにつながるさまざまな行政の

施策は大多喜町を中心として展開すると。そういった、夷隅郡を三角形で簡単に把握して、言

うならば夷隅郡三角構想といったものを立ち上げて、その中で各自治体の利害の調整と新しい

価値観の創出を図っていく、そういう道もひょっとしたらあるのではないかと、私自身、最近

思っているわけであります。 

 それでは、次に新市の名称に関して述べさせていただきます。 

 新市の名称に関しましては、今般の合併推進協議会において、方向性として夷隅市でいいん

じゃないかと、そういう合意がなされたということであります。この合意に至る過程において

は、どういった議論があったんでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 夷隅市という方向性というような、任意協議会での合意というこ

とでございますが、前回、１市５町のときの意向も、そういった中でも夷隅市が圧倒的に多い

と、こういうようなことと。そうした中で、夷隅市というような意見もございました。そうい

う中で、御宿町においては公募というような考え方で提案をしたわけでございますが、名称に

つきましては、従来は関係市町村の名称の一部を単純に合わせ持ったものが多かったようでご

ざいますが、最近では、その地域の、先ほど議員おっしゃいますように、歴史、また文化や地

理的特性、そして名称の知名度、それから定着度、そして住民公募の結果から、住民の一体感

を醸成しやすく、対外的にも覚えやすい、また対外的にもアピールできるような、ＰＲできる

ような名称が望まれるというような状況も考えられるというわけでございます。 

○６番（川城達也君） ありがとうございます。夷隅市がですね、平仮名のいすみ市ですか、

１市５町の合併協議の際にもそれなりに人気を集めた名前であるということでありまして、私

のところには、外房市ということになったけれども、おかしいじゃないか、いすみの方が多か

ったじゃないかと、そういう電話もかかってきたことがありました。さりながら、私個人の考

え方といたしましては、皆様よくご存知のとおり、夷隅の「夷」というのは、これは夷狄の



－８２－ 

「夷」でありますね、征夷大将軍の「夷」、これが残念ながら夷隅の「夷」であります。こん

なことを言うと、夷隅町の8,000人の皆様におしかりを受けるやもしれませんが、私はこの夷

隅というのはやはりちょっと問題があるのではないかと、正直思っております。 

 例えば、一つ例を挙げますと、最近、台湾、シンガポール、香港、あるいはマレーシア、こ

ういったところから始まって、だんだんと経済発展というものが中国大陸、そして全中華系の

人の方に、経済発展が中華系に伸びるという表現はおかしいですけれども、漢字を使う人々の

間の経済発展が盛んになっている状況ですね。当然、彼らが日本に観光旅行に来ることも、十

分これからは考えられるわけであります。そうしたときに、もし夷隅という文字を見まして、

これは彼らは非常に、何じゃらほいと、これはよっぽどとんでもない田舎だなと、そういうふ

うに思うであろうことは、これは間違いないところでございます。もちろん、それは平仮名の

いすみと書けば、それは中華系の人には平仮名は読めないかもしれません。しかしながら、そ

のいすみの語源、あるいは漢字で書いたときの表記があの夷隅であるというのは、これはいか

がなものかと、私、思うわけであります。 

 先ほど総務課長のご答弁にもございましたが、外から見たときにどういうふうに見えるか、

そういう視点、非常に重要だと思います。名称というのは、恐らく我が町に住む皆さん、

8,000人の町民であればだれもが知っていると思いますが、一つの商品であります。名称は一

つの商品である。観光地御宿、あるいは大多喜、あるいは勝浦、こういうところの地域の仕事

は、すべてこれをよく理解しているわけであります。ですから、ぜひとも名称の商品としての

側面、これを忘れずに何とかいい名前をつくる。我々も新しい市に、我々自身が知恵でもって

考えた新しい名称をつくる。そういった機運と、それができる条件、こういったものがそろう

ならば、これにすぎるものはない、私はそういうふうに思うのであります。 

 最後に一つお伺いしますが、もし新しい名称をつける際に、十分な時間的余裕がないと、そ

ういう事態になった場合、例えば暫定夷隅市、そういった形にして、とりあえず合併協定に調

印した後に、新市発足までの約１年間をかけてしっかりした名前を探して命名すると、そうい

ったことは現実的に可能なんでありましょうか、お伺いします。 

○議長（伊藤博明君） 綱島課長。 

○総務課長（綱島 勝君） 名称につきましては、やはり地方自治法の３条に基づきまして名

称をつけることになります。ただ、これは合併等によりまして行う場合は、それぞれ関係市町

村との協議が必要になってくるわけでございますが、そういう中で廃置分合という議案を、今

回、合併で名称が決まれば、そういう形で提案する形になろうかと思います。そうすることに
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よって、県知事から総務省、総務大臣からの告示でもって新しい名称が決まるというような状

況であろうと。そういった中で、暫定的にという問題は、総務省の告示の中ではそういったも

のは考えられないと思います。ただ、この地方自治法の３条の中でも、名称の変更ということ

もございます。それにつきましては、当然、事前に知事を入れて協議をなさり、協議が調った

中で、条例でもって制定するというようなことになろうかと思います。条例といいますと、当

然、議会の議決を経て知事に申請し、総務大臣に提出し、総務大臣が告示した中で新しい名称

が決まるというようなこともございます。 

 これは先ほどの事務所の位置も同じことでございまして、当面、暫定的にというような話で

大原町ということでございますが、この事務所の位置についても暫定的にというようなことは、

法定協議会の中での協議の中でというふうに認識しております。ですから、新たに新しく事務

所の位置を決めるについても、地方自治法の中で、事務所の位置につきましては、これは特別

議決の３分の２というようなこともあるかと思いますが、名称においては条例の可決というこ

とでございますので、そういう特別議決はございません。 

 現に、合併と同時に、当面、今までの町が合併し、例といたしますと茨城町というのがあり

まして、それを茨城市にした。それで、やはり県と同じだと、これでは困るということから、

施行と同時に名称を変えているというような、かつての前の事例を見ますとそういうところも

あるようでございますし、協議の中で暫定的にどうかという話であれば、合併協議会の中では

そういったところを担保にし、それで今後の新市ができた時点で、法定協議会の暫定的という

ことであれば、改めて議会で当然新市についてもどうかと、もう一度、協議をしてもらうと、

そういうようなことはあり得ることだというふうに解釈しております。 

○６番（川城達也君） ありがとうございます。わかりました。 

 それでは、質問の終わりに先立ちまして、先ほどもちょっと申し上げましたが、私は今般の

合併は１市５町、この枠組みがやはり基本にあると思っております。浅野議員の一般質問の際

にも、井上町長のご答弁がございましたが、やはり１市５町が基本であるということでござい

ました。勝浦のいない合併は、この地域にとってはやはり片肺飛行であると。新しい新市建設

の理念と人材、さまざまな経済的な要因、資源、その他を考えた場合に、どうしても勝浦とい

うものの存在はなしには考えられないであろうと私は思っております。 

 これをもちまして、一般質問とさせていただきます。 

 ありがとうございました。（拍手） 

○議長（伊藤博明君） ご苦労さまでした。 
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 ──────────────────────────────────────────―──────  

○議長（伊藤博明君） それでは、先ほどの石井議員の一番最後の質問におきまして、地元業

者の仕事の発注はどのようになされるのかと一般質問がありましたけれども、その答弁で田中

課長より勘違いの答弁をしたということで発言を求められていますので、許可いたします。ど

うぞ。 

○教育課長（田中とよ子君） 大変不勉強のために、石井議員の質問の趣旨の解釈を間違えて

おりました。答弁につきまして、一部訂正をさせていただきたいと思います。 

 地元業者と下請業者を同じように考えておりまして、石井議員のおっしゃるように地元業者

の活用につきましては、ご意見にありましたように基準等可能な範囲の中での対応を図ってい

きたいというふうに考えておりますので、そのように先ほどの答弁につきましておわびをさせ

ていただいて、訂正をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ──────────────────────────────────────────―──────  

◎閉会の宣告 

○議長（伊藤博明君） 以上で、今定例会の日程はすべて終了いたしました。 

 ここで、井上町長よりあいさつがあります。 

 井上町長。 

○町長（井上七郎君） 平成16年第２回定例会の閉会に当たり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 このたびの定例会では、夷隅郡合併協議会の設置に関する案件を初めといたします８議案及

び報告１件についてご審議をいただき、議員の皆様方のご理解によりまして、いずれもご承認、

ご決定いただき、閉会の運びとなりました。誠にありがとうございました。 

 今後は、市町村合併等、諸問題が山積している中、皆様方から賜りましたご意見、ご要望等

につきまして、十分これを尊重、検討いたしまして、市町村合併問題を初めとし、町政各般に

わたり住民福祉の生活の向上、発展に寄与し、町政の運営に、さらには御宿町の将来のあるべ

き方向性の位置づけに、遺漏のないよう慎重を期してまいる所存でございます。 

 また、先ほどの質問の中でお答えしましたとおり、引き続き町政を担当いたしたく考えてお

りますので、議員の皆様方の特段のご配慮、ご支援を賜りたく、お願い申し上げる次第であり

ます。どうぞ今後ともよろしくご指導、ご協力のほどお願い申し上げますとともに、時節柄、

健康には十分留意され、これからもご活躍されますようお祈り申し上げ、閉会に当たってのご

あいさつとさせていただきます。 

 ありがとうございました。 
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○議長（伊藤博明君） どうもありがとうございました。 

 議員各位には、慎重審議いただき、また議事運営につきましてもご協力をいただき、円滑な

運営ができたことを厚くお礼を申し上げます。 

 これから本格的な観光シーズンとなり忙しくなりますが、議員各位におかれましては健康に

十分留意されますようお願い申し上げます。 

 以上で、平成16年御宿町議会第２回定例会を閉会いたします。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 ご苦労さまでした。 

（午後 ４時４２分） 
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